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新年のごあいさつ

広報とうやこがリニューアル！
武川さん　瑞宝単光章受章
地域おこし協力隊が出会ったステキな人紹介

齋藤さん　ベンチプレスで全国２位

胆振総合振興局長×町内の若手リーダー

地域の未来を語らう会
準備はお早めに！
確定申告
平成 29年度上半期の
財政状況
まちのわだい
お知らせ
第 44回洞爺湖マラソン

さわやかだより
健康情報のウソ・ホント？
読書の家から
ジオパーク通信
イベントカレンダー /東奔西走

洞爺湖温泉小学校の年末恒例 PTAもちつき集会で
元気よくもちをつく児童

今月の表紙
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伊藤　優陽ちゃん
　  （ゆうひ）

大祐さん・桃佳さん
10月 11日生　温８区

ワンショット今月の

Hello New Baby

こんにちは赤ちゃん

男 ………………………… 4,221人
女 ………………………… 4,827人
計 ………………………… 9,048人
世帯 …………………… 4,965世帯

（－ 7）
（－16）
（－23）
（－14）

人口と世帯の動き
（先月比）

＜11月30日現在＞

とや
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うこ
目次

１月
2018 年
（平成30年）

NO.142

西原　早桜ちゃん
　  （さくら）

大介さん・さゆりさん
10月 14日生　入４区

　今年の干支は「戌」と
いうことで、凛々しい表
情の柴犬が表紙を飾りま
した。　　　
　「広報とうやこ」とし
ては動物を表紙にするの
は初の試みです。

pickup news
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気象台からの
お知らせ

冬の地震災害に
備えて

　冬に地震が起きると、夏よ
り被害が大きくなるといわれ
ています。冬は、暖房などの
火の使用によって火災が発生
しやすいことや、積雪の影響
で屋根からの落雪や家屋の倒
壊などの危険性が高くなりま

す。加えて路面の状況や吹雪などにより避難路の確保
や移動に時間がかかることもあります。また、ライフ
ラインがストップした場合には、自宅や避難所、車の
中などにおける寒さ対策も必要となります。
　地震はいつ起きるかわかりませんが、一人ひとりが
日頃から心構えをしておくことで被害を少なくするこ
とは可能です。水や食料はもとより、寒さ対策に電気
を使用しない暖房器具の準備や、防寒着・防寒シート・
毛布・使い捨てカイロの用意など、いざというときの
ために出来る準備をしておきましょう。
■問合せ 　室蘭地方気象台（☎ 0143-22-4249）
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洞爺湖町議会議長

佐 々 木 良 一
洞爺湖町長

真 屋 敏 春
　　 けましておめでとうございます。
　　 今年も町民の皆様にとって良い年であります
ように、心からお祈り申し上げます。また日頃の
行政へのご支援、ご協力に対し、深く感謝申し上
げます。
　洞爺湖町誕生から 11 年が経過し、昨年４月よ
り第２期のまちづくり総合計画 ( 平成 29 年度か
ら同 38 年度 ) の初年度となっています。実りあ
る定住施策と交流人口の拡大や３地域の特性に
合った振興策の充実を図りながら、一層の発展を
目指す 10年としていきたいと思っています。
　財政状況については、財政健全化団体脱却後も
厳しい状況が続いていますが、町民皆様のご協力
もあり、道内市町村の平均に徐々に近づきつつあ
ります。
　町の主要産業の一つの観光では、訪日外国人観
光客の増加の影響もあり、入込み数は、ここ 3年
間微増ではありますが、好調に推移しています。
宿泊数も、平成 28 年度には 69 万 9 千人で、平
成 29年度末には 70万人を超える見込みとなって
います。また、旅行サイトで昨年の夏に外国人の
写真投稿が多かったスポットとして、洞爺湖が第
1位を獲得したように、日本の中でも魅力的な場
所として、外国人観光客に支持されました。
　「世界の洞爺湖」として素晴らしい景観や海と
湖と火山が共存する稀有な地形から生み出される
豊かな食材などを町の財産として内外にアピール
し、人口減少の課題の解決と地域の創生に向けて、
職員一丸となって努力してまいります。
　皆様が、健やかで、明るい希望に満ちた 1年と
なりますようご祈念し、年頭のごあいさつといた
します。

　　 けましておめでとうございます。
　　 皆様には輝かしい新春をお迎えのこととお慶
び申し上げます。
　近年は、大規模な台風の発生による記録的な大
雨や暴風などの大きな災害が全国で発生しており
ます。当町においても、天候不順や台風上陸など
により農業や漁業など各方面に被害がもたらされ
ており、災害に強いまちづくりを目指していかな
ければなりません。
　さて、洞爺湖温泉の観光については、海外のお
客様も含め、観光客の増加により本年度は宿泊客
数が 70万人を超える見込みとなっております。　
　昨年４月には月浦にポロモイスタジアムが完成
し、約１万 3000 人が利用されており、子どもたち
の声や応援の声援などにぎわいを見せております。
　また、洞爺地区に完成した定住促進住宅２棟 16
戸については、満室となっており、当町に明るい
兆しが見えてまいりました。
　第２期まちづくり総合計画が昨年よりスタート
いたしました。人口減少社会を迎え、定住対策、
子育て支援や働く場の確保などが大きなテーマで
あります。また少子高齢化が進む中で、皆様が安
心して暮らせる住み良いまちづくりに知恵をしぼ
り、各界の力を合わせ、具体的な施策を行ってい
かなければなりません。
　洞爺湖町議会も町民の皆様のご意見をいただき
ながら、理事者としっかり議論を深め、町民皆様
の幸せのために、議員一同決意を新たに、議会活
動に取り組んで参りますので、皆様のご指導、ご
鞭撻をお願い申し上げます。
　本年一年、皆様にとって、より良い年となりま
すようお祈り申し上げますとともに、皆様のご健
勝とご多幸を心からご祈念申し上げ、年頭のご挨
拶とさせていただきます。

新年のごあいさつ平成 30 年

明 明



広報とうやこがリニューアル !

　12 月７日、第 29 回危険業務従事
者叙勲　瑞宝単光章伝達式が町長室
で行われ、早苗胆振総合振興局副局
長から元北海道西胆振消防組合洞爺
湖消防署署長の武川敏雄さんに勲記
と勲章が手渡されました。
　武川さんは、昭和 45 年 10 月に西
胆振消防組合に消防士として採用さ
れ、42 年間の永きにわたり勤務。平
成 22年 4月からは、同組合洞爺湖消
防署署長として、地域の消防行政に
大きく貢献されました。武川さんは、

消防職員時代を振り返り①救急救命
士になり、救急高度化事業を担った
こと② 2回にわたる有珠山噴火の体
験③北海道洞爺湖サミットでの警防
課長としての警備担当－の 3点を記
憶に残ることとして上げました。「消
防という仕事柄、個人がいただいた
ものではなく、消防組織全体が地域
の人から信頼されたものとして受章
したもので、非常にうれしく思うし、
光栄なことです」と喜びを語りまし
た。

３お知らせを一つに　「役場からのお知らせ」と「お知らせ」に分かれていたものを一つにまとめて、
皆さんに役立つ情報を掲載します。
　そのほか、１月号より全国に広報を配信するため「心からおくやみ申し上げ
ます」の故人の写真の掲載を廃止しました。

４健康・子育て・イベントカレンダーの紙面をリニューアル　「健康・子育て・イベントカレンダー」と「町内のイベント」をまとめてイ
ベントカレンダーとして掲載します。カレンダーの横には、イベントをピック
アップして内容を掲載します。ぜひイベントへ足を運んでみてください。

２今月の内容がわかる目次を掲載　２ページに全ページの目次を掲載します。読者の皆さんが読みたい情報がどの
ページに掲載されているのか、わかりやすくしました。

１「広報とうやこ」のロゴが新しく　より多くの皆さんに興味を持ってもらえるよう、柔らかい印象のロゴに変えま
した。主な内容や表紙の説明を２ページに移動し、写真で目を引く表紙にしまし
た。

　町民の皆さんにとって読み
やすく、毎号楽しみになるよ
うな広報紙にしていきたいと
思います。広報紙へのご意見
やご感想をお寄せください。
■問合せ
企画防災課広報統計グループ
（☎ 74-3004）

武川さん　瑞宝単光章受章

広報とうやこ
議会だより

ダウンロードはこちらから

がスマートフォンで見られます！

いつでもどこでも広報紙を読むことができるス
マートフォン・タブレット用無料アプリです。
毎月広報紙が発行されるとお知らせが届きます。

広報とうやこ　2018年１月 ４



（虻田６区）
　
　
彫
り
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ア
ク
セ
サ
リ
ー

　
　
や
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
多

数
飾
ら
れ
て
い
る
「
カ
フ
ェ

ギ
ャ
ラ
リ
ー
杢
（
も
く
）」。

作
品
全
て
が
、
こ
の
道
45
年

の
ベ
テ
ラ
ン
木
彫
家
で
あ
る

荒
井
さ
ん
の
制
作
で
、
店
内

の
イ
ス
や
テ
ー
ブ
ル
も
、
も

ち
ろ
ん
お
手
製
で
す
。

　
旅
先
の
知
床
で
45
年
ほ
ど

前
に
出
会
っ
た
東
京
出
身
の

修
さ
ん
と
神
戸
出
身
の
禮
子

さ
ん
。
そ
の
後
、
北
海
道
や

東
北
の
い
く
つ
か
の
地
を
回
る
中

で
、
い
ろ
ん
な
偶
然
が
重
な
り
、

洞
爺
湖
温
泉
を
訪
れ
ま
し
た
。
二

人
は
、
環
境
も
人
も
い
た
く
気
に

入
り
、
居
心
地
が
よ
か
っ
た
こ
と

か
ら
、
こ
の
町
を
終
の
棲
家
と
す

る
こ
と
に
決
め
、
翌
年
結
婚
し
ま

し
た
。

　
現
在
は
、
高
砂
町
の
「
木
彫
工

房
S
Y
U
」で
創
作
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
併
設
し
て
い
る
今
年

９
年
目
を
迎
え
た
カ
フ
ェ
も
当

初
、
作
品
を
展
示
す
る
ギ
ャ
ラ

木

インタビュアー
地域おこし協力隊
坂本篤司

荒 井     修 さ ん
洞爺湖に魅せられた木彫家とカフェギャラリー

リ
ー
と
し
て
出
発
し
、
訪
れ
た
お

客
さ
ん
に
禮
子
さ
ん
が
入
れ
た

コ
ー
ヒ
ー
や
紅
茶
を
も
て
な
し
て

い
ま
し
た
が
、
次
第
に
「
食
事
も

し
た
い
」
と
の
声
が
あ
が
り
、
パ

ス
タ
や
カ
レ
ー
な
ど
も
提
供
す
る

現
在
の
ス
タ
イ
ル
に
落
ち
着
き
ま

し
た
。
店
は
、
禮
子
さ
ん
の
朗
ら

か
な
人
柄
も
あ
り
、
お
昼
時
に
は

近
所
の
常
連
さ
ん
で
賑
わ
い
を
見

せ
て
い
ま
す
。

　
修
さ
ん
は
、
全
国
各
地
の
イ
ベ

ン
ト
に
作
品
を
出
展
し
、
多
く
の

リ
ピ
ー
タ
ー
を
抱
え
て
い
ま
す
。

「
何
か
を
彫
っ
て
や
ろ
う
と
構
え

て
い
る
の
で
は
な
く
、
彫
り
た
い

も
の
は
ふ
と
し
た
瞬
間
に
沸
い
て

き
ま
す
。
黙
々
と
彫
り
続
け
て
、

何
が
出
て
く
る
の
か
わ
か
ら
な
い

と
こ
ろ
が
ま
た
、
木
彫
の
お
も
し

ろ
さ
な
ん
で
す
」
と
話
し
、「
こ

れ
か
ら
も
何
か
新
し
い
も
の
を
発

見
す
る
た
め
、
彫
り
続
け
て
い
き

た
い
」
と
笑
顔
で
語
り
ま
す
。

pickup news

な人紹介
ス テ キ

が出会った地域おこし協力隊

禮 子 さ ん

インタビュアー
地域おこし協力隊
坂本篤司

　
10
月
28
日
、
29
日
の
両
日

栃
木
県
で
行
わ
れ
た
第
18
回

ジ
ャ
パ
ン
ク
ラ
シ
ッ
ク
ベ
ン

チ
プ
レ
ス
選
手
権
大
会
93
㌔

級
（
日
本
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ

ン
グ
協
会
主
催
）
で
、
齋
藤　
　

学
（
温
泉
８
区
）
さ
ん
が
、

自
己
最
高
位
の
２
位
を
獲
得

し
ま
し
た
。
記
録
は
、
自
己

最
高
の
2
0
7
．
５
㌔
を

上
げ
ま
し
た
。

　
「
今
年
は
、
優
勝
を
目
指

し
た
い
。
1
位
に
な
る
と
世

界
大
会
に
出
場
で
き
る
の

で
、
が
ん
ば
り
た
い
」
と
意

気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

齋
藤
さ
ん

　
ベ
ン
チ
プ
レ
ス
で

全
国
２
位
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　　　月15日、洞爺湖温泉のホテルで、胆振総合振興局長との「地域の未来を語らう会」が開かれました。　
　　　町内から６団体 12人が出席し、本間局長と洞爺湖町の現在の課題と将来のまちづくりに向けて話
し合いが行われました。その要旨を紹介します。（文責　企画防災課広報統計グループ）

出席者
■胆振総合振興局
　本間研一局長
　地域創生部　清水章弘部長（進行）
■洞爺湖町　真屋敏春町長
■洞爺湖町商工会
　阿部博之理事
　舘岡恵一理事
　青年部　広瀬早喜部長
■いぶり噴火湾漁業協同組合虻田地区青年部　　
　福島正和部長
　菊地章仁会計担当
■とうや湖農業協同組合
　営農販売部青果指導販売第１課　齋藤貴裕課長
　総務部管理経理課　永井健司課長
■一般社団法人洞爺湖温泉観光協会
　高臣陽太理事
　野呂圭一事務局長
■NPO法人洞爺まちづくり観光協会
　後藤　修事務局長
　納谷豪一理事
■NPO法人洞爺にぎわいネットワーク
　永井信久副理事長

局
長　
洞
爺
湖
町
は
、
観
光
地
と

し
て
も
全
国
的
に
有
名
で
、
最
近

で
は
特
に
海
外
か
ら
た
く
さ
ん
の

方
が
訪
れ
、
風
光
明
媚
で
、
お
い

し
い
農
産
物
や
海
産
物
に
も
恵
ま

れ
、
ま
た
、
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
に

も
認
定
さ
れ
て
い
る
大
変
素
晴
ら

し
い
地
域
で
す
。
胆
振
地
域
は
1

次
、
2
次
、
3
次
各
産
業
が
バ
ラ

ン
ス
の
取
れ
た
北
海
道
唯
一
の
地

域
で
、
振
興
局
で
は
、
こ
れ
を
広

域
的
に
連
携
さ
せ
た﹁
６
次
観
光
﹂

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
今
日
は
地
域
の
将
来
と
、
そ
れ

ぞ
れ
皆
さ
ん
が
取
り
組
ま
れ
て
い

る
こ
と
な
ど
、
課
題
を
含
め
て

じ
っ
く
り
と
話
を
し
な
が
ら
進
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

阿
部　
商
工
会
青
年
部
と
し
て
10

年
ほ
ど
前
か
ら
、
地
元
の
子
ど
も

や
近
所
同
士
が
語
り
合
う
お
祭
り

が
少
な
く
な
っ
て
き
た
こ
と
や
、

昔
な
が
ら
の
お
祭
り
を
復
活
さ
せ

た
い
思
い
か
ら
、﹁
に
ぎ
わ
い
ま
つ

り
﹂
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
地
方
で
P
R
活
動
や
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
す
る
と
、
洞
爺
湖
町
は

思
っ
た
よ
り
も
認
知
度
が
高
く
、

お
客
さ
ん
の
数
は
伸
び
て
き
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
街
並
み
は
年
々

寂
し
く
な
り
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
街
も

多
く
な
り
、
こ
の
町
の
将
来
の
た

め
に
こ
の
現
状
を
ど
う
し
た
ら
よ

い
か
、
今
日
お
集
ま
り
の
方
た
ち

か
ら
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。

舘
岡　
私
は
地
元
の
小
学
校
の
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
長
も
し
て
お
り
、
自
分
の

子
ど
も
だ
け
で
は
な
く
、
で
き
れ

ば
周
り
の
子
も
一
緒
に
見
て
あ
げ

ら
れ
た
ら
と
、
青
年
部
の
活
動
と

子
ど
も
た
ち
を
結
び
付
け
る
活
動

し
て
い
ま
す
。
洞
爺
湖
町
か
ら
一

度
離
れ
て
帰
っ
て
き
た
時
に
、
地

元
の
人
が
知
ら
な
い
名
所
が
意
外

と
多
く
あ
る
こ
と
に
気
付
き
ま
し

た
。
洞
爺
地
区
に
フ
リ
ー
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
が
で
き
る
本
格
的
な
岩
場

が
あ
る
こ
と
は
、
地
元
の
人
に
あ

ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
地
元

の
人
が
知
ら
な
い
も
の
を
地
元
に

教
え
よ
う
と
い
っ
た
取
り
組
み
を

始
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
町
を
出
て
行
っ
て
も
、
い

つ
か
こ
の
町
に
戻
っ
て
何
か
を
す

る
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
が
一
人
で

も
多
く
出
て
き
て
も
ら
え
れ
ば

と
、
子
ど
も
た
ち
に
向
け
た
取
り

組
み
を
し
て
い
ま
す
。

広
瀬　
青
年
部
で
は
３
年
前
か
ら

地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
地
元
に
あ

る
仕
事
を
伝
え
、将
来
、町
を
離
れ

て
い
つ
の
日
か
戻
っ
て
き
た
と
き

に
役
立
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
職

業
体
験
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
消
防
団
の
活
動
の
中
で
は
、年
々

増
加
す
る
独
居
老
人
の
お
宅
に
お

伺
い
し
、こ
の
時
期
は
ス
ト
ー
ブ
が

×胆振総合振興局長　　町内の若手リーダー

地域　未来　語らう会地域　未来　語らう会地域　未来　語らう会の地域　未来　語らう会を
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危
な
い
こ
と
な
ど
、活
動
を
通
じ
て

気
付
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。青
年
部

活
動
と
一
緒
に
絡
め
、独
居
の
人
の

た
め
に
取
り
組
ん
で
い
け
る
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
も
こ
れ

ま
で
に
な
い
こ
と
を
青
年
部
で
提

言
し
て
い
ま
す
。
都
会
で
は
あ
り

ふ
れ
た
も
の
で
も
、
田
舎
で
は
あ

ま
り
知
ら
れ
て
な
か
っ
た
り
、
胆

振
で
も
あ
ま
り
施
設
が
な
い
た

め
、
早
い
う
ち
に
取
り
組
み
た
い

と
動
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

局
長　
子
ど
も
た
ち
の
た
め
、
地

域
の
た
め
に
、
新
た
に
お
祭
り
を

つ
く
り
出
そ
う
と
商
工
会
青
年
部

が
中
心
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、

非
常
に
い
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
し

た
。
シ
ャ
ッ
タ
ー
街
は
、
観
光
客

が
増
え
、
特
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の

外
国
人
の
方
が
増
え
て
い
ま
す
の

で
、
で
き
る
だ
け
温
泉
街
を
周
遊

し
て
も
ら
う
と
い
っ
た
取
り
組
み

が
も
っ
と
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
地
元
の
人
が
意
外
と
地
元
の
こ

と
を
知
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
、

町
の
中
で
ツ
ア
ー
し
て
み
て
も
意

外
と
面
白
い
と
思
い
ま
す
。

　
職
業
体
験
事
業
は
、
非
常
に
い

い
で
す
ね
。
昔
は
親
の
仕
事
場
が

近
か
っ
た
り
、
色
々
な
職
業
の
人

が
近
く
に
い
た
が
、
今
は
親
の
職

場
が
離
れ
、
ど
う
い
う
仕
事
を
し

て
い
る
の
か
分
か
ら
な
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
マ
ル
チ
で
活
躍
さ
れ
て

い
る
と
い
う
の
を
改
め
て
感
じ
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い

た
だ
き
た
い
で
す
。

福
島　
虻
田
地
区
漁
協
青
年
部
と

言
っ
て
も
今
は
７
人
し
か
い
ま
せ

ん
。
僕
が
ち
ょ
う
ど
漁
師
を
始
め

る
前
後
ぐ
ら
い
に
、
ホ
タ
テ
の
値

段
が
一
番
安
く
て
、
そ
の
時
期
に

漁
師
を
始
め
ま
し
た
。
こ
ん
な
状

況
下
で
親
が
漁
師
に
さ
せ
な
か
っ

た
と
い
う
の
が
、
今
、
後
継
ぎ
が

い
な
く
な
っ
た
現
状
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。

　
現
在
食
育
の
事
業
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。
５
、
６
年
前
か
ら
虻

田
小
学
校
で
、
地
元
の
子
ど
も
た

ち
に
ホ
タ
テ
の
授
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
夏
に
箱
根
町
の
中

学
生
と
虻
田
中
学
校
の
生
徒
た
ち

の
交
流
が
あ
り
、
船
で
養
殖
の
施

設
を
見
せ
ま
す
。
し
か
し
、
限
ら

れ
た
人
数
し
か
船
に
乗
せ
る
こ
と

で
き
な
い
た
め
、
地
域
の
子
ど
も

た
ち
も
全
員
乗
せ
て
、
海
か
ら
も

洞
爺
湖
町
を
見
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

　
僕
も
子
ど
も
の
と
き
か
ら
虻
田

で
育
ち
、
中
学
校
、
高
校
ま
で
、

全
部
虻
田
の
学
校
を
出
て
今
こ
こ

に
い
ま
す
。
自
分
の
子
ど
も
も
４

人
と
も
自
分
が
出
た
同
じ
学
校
を

出
て
い
ま
す
。
地
元
に
子
ど
も
が

戻
ろ
う
と
し
た
と
き
、
後
押
し
が

で
き
る
親
に
な
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

菊
地　
僕
は
漁
師
の
ほ
か
に
救
難

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
し
て
い

ま
す
が
、
地
域
の
こ
と
は
全
然
わ

か
り
ま
せ
ん
。
僕
も
漁
師
を
始
め

た
の
が
、
25
歳
の
頃
で
、
７
年
前

ま
で
室
蘭
に
住
ん
で
い
ま
し
た

が
、会
社
な
ど
の
都
合
に
よ
り
、地

元
に
戻
っ
て
く
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
町
に
は
、
ず
っ
と
住

ん
で
い
ま
し
た
け
ど
、
特
に
コ
ン

ビ
ニ
が
多
い
と
か
、
信
号
が
多
い

と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
し
か
な
く
、

全
然
地
域
の
こ
と
は
知
ら
な
い
の

で
、
こ
れ
か
ら
も
っ
と
勉
強
し
、

地
域
の
た
め
に
貢
献
し
た
い
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

局
長　
後
継
ぎ
の
対
策
の
取
り
組

み
を
漁
協
と
し
て
も
、
し
っ
か
り

や
っ
て
い
か
な
い
と
ど
ん
ど
ん
先

細
り
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ホ

タ
テ
の
養
殖
は
儲
か
る
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
あ
る
た
め
、
そ
の
辺
を

も
う
少
し
ア
ピ
ー
ル
し
て
も
い
い

の
か
な
と
思
い
ま
す
。
あ
と
、
ホ

タ
テ
の
授
業
は
、
職
業
体
験
と
同

じ
よ
う
に
子
ど
も
の
と
き
に
体
験

し
て
お
く
と
、
印
象
に
残
り
大
人

に
な
っ
て
思
い
出
す
こ
と
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。

齋
藤　
当
農
協
は
、
５
農
協
が
合

併
し
、
各
地
域
、
特
色
の
あ
る
営

農
ス
タ
イ
ル
を
持
ち
、
そ
の
中
で

洞
爺
湖
町
は
野
菜
の
中
核
と
な
る

地
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
湖

ば
れ
い
し
ょ
や
湖
に
ん
じ
ん
、
雪

蔵
貯
蔵
の
雪
蔵
ば
れ
い
し
ょ
と
い

う
ブ
ラ
ン
ド
で
全
国
販
売
を
し
て

い
ま
す
。

　

平
成
21
年
か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル

ギ
ャ
ッ
プ
と
い
う
世
界
基
準
の

栽
培
を
用
い
て
、
世
界
に
自
信
を

持
っ
て
発
信
で
き
る
農
業
ス
タ
イ

ル
を
生
産
者
に
指
導
し
て
い
ま
す
。

2
0
2
0
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
食
材
供
給
に
向
け
、洞
爺
湖
野

菜
を
少
し
で
も
多
く
供
給
で
き
る

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
当
地
区
に
お
け
る
課
題
と
し
て

は
人
手
不
足
、
労
働
力
不
足
が
深

刻
な
問
題
で
す
。
人
手
が
い
る
時

期
は
、派
遣
業
者
へ
の
手
配
、外
国

人
の
技
術
実
習
生
も
導
入
し
て
、

中
国
か
ら
受
け
入
れ
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
こ
の
問
題
は
、
農
協
だ

け
で
何
か
や
ろ
う
と
し
て
も
な
か

な
か
難
し
い
面
が
あ
り
ま
す
。
今

回
お
集
ま
り
い
た
だ
い
た
方
に
も

ご
協
力
い
た
だ
き
取
り
組
み
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

永
井
（
健
）　
当
農
協
は
農
協
改

革
と
し
て
、
非
常
に
厳
し
い
状
況

に
置
か
れ
て
い
ま
す
。
今
年
６
月

に
、
残
念
な
が
ら
A
コ
ー
プ
豊
浦

店
が
閉
店
し
、
試
験
的
に
虻
田
の

A
コ
ー
プ
本
店
行
き
の
買
い
物
バ

ス
に
よ
る
送
迎
を
し
て
い
ま
す
。

実
際
は
虻
田
の
A
コ
ー
プ
本
店
も

業
績
が
厳
し
い
状
況
で
す
が
、
農

協
と
し
て
A
コ
ー
プ
が
苦
し
く
て

も
、
販
売
の
方
で
そ
れ
を
補
う
総

合
事
業
と
し
て
捉
え
、
地
域
に
あ

る
程
度
貢
献
で
き
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
農
協
法
改
革
で
首
都
圏
で
は
分

離
し
た
考
え
も
あ
り
ま
す
が
、
北

海
道
の
農
協
は
や
は
り
地
域
に
密

着
し
て
い
ま
す
。
総
合
事
業
で

や
っ
て
い
け
る
よ
う
な
形
で
応
援

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
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何
と
か
皆
さ
ん
の
力
を
借
り
て
、

皆
さ
ん
の
必
要
と
さ
れ
る
よ
う
な

農
協
に
な
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

局
長　
J
A
と
う
や
湖
は
グ
ロ
ー

バ
ル
ギ
ャ
ッ
プ
を
先
進
的
に
農
協

全
体
で
取
り
組
ま
れ
て
い
て
、
非

常
に
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。

特
に
2
0
2
0
年
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
向
け
て
、
有
力
な
供
給

の
主
体
に
な
っ
て
く
れ
れ
ば
と
期

待
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に

対
す
る
食
育
の
場
も
必
要
だ
と
思

い
ま
す
。
漁
協
と
農
協
と
商
工
会

な
ど
、
全
体
で
連
携
し
て
子
ど
も

た
ち
の
職
業
体
験
が
で
き
る
と
い

ろ
い
ろ
な
人
が
集
ま
っ
て
く
る
の

で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

　
Ａ
コ
ー
プ
自
体
も
非
常
に
大
変

な
経
営
と
い
う
こ
と
で
、
ま
さ
に

地
方
の
深
刻
な
問
題
と
思
い
ま
す

の
で
、
道
、
町
と
合
わ
せ
て
後
押

し
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

町
長　
本
当
に
地
元
を
知
る
と
い

う
こ
と
は
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い

ま
し
た
。
地
域
で
我
々
も
気
付
か

な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
と
も
っ
と
意
見
を
深
め
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
商
工
会
の
地
域
活
性
化
特
別
委

員
会
の
中
で
、
町
に
い
ろ
い
ろ
提

言
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
私
ど
も

と
し
て
も
そ
れ
が
地
域
の
た
め
に

な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
一

緒
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
少
子
化
対
策
と

し
て
色
々
な
施
策
を
打
っ
て
い
ま

す
が
、
な
か
な
か
追
い
つ
い
て
い

な
い
と
い
う
の
が
実
態
で
す
。
子

ど
も
た
ち
が
の
び
の
び
と
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
を
楽
し
め
る
よ
う
な
環
境

を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

高
臣　
こ
こ
数
年
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド

で
自
分
た
ち
が
思
う
よ
り
も
早
く

F
I
T
︵
個
人
旅
行
︶
化
が
進
ん

で
い
る
の
が
洞
爺
湖
温
泉
の
実
情

で
す
。急
速
な
F
I
T
化
に
地
元

も
受
け
入
れ
体
制
が
整
っ
て
い
な

い
の
が
、
今
一
番
の
課
題
で
す
。　

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
も
多
く
は
バ
ス

で
入
っ
て
い
ま
し
た
が
、
F
I
T

化
し
て
き
た
の
で
思
う
よ
り
も

色
々
な
所
に
行
く
よ
う
に
な
っ
て

き
て
、
看
板
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な

ど
、
対
応
し
き
れ
て
い
な
い
現
状

で
す
。
地
域
と
し
て
洞
爺
湖
温
泉

だ
け
で
何
か
を
整
備
す
る
よ
り

も
、こ
こ
の
地
域
に
来
れ
ば
、こ
う

い
う
風
に
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
よ

と
い
う
見
せ
方
が
で
き
る
方
が
い

い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

洞
爺
湖
温
泉
観
光
協
会
で
は
、

今
年
か
ら
情
報
発
信
を
丁
寧
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
胆
振
と
い
う

地
域
と
し
て
、
こ
こ
に
来
れ
ば
あ

る
程
度
安
心
で
す
よ
と
い
う
よ
う

な
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
こ
と
が
で

き
た
ら
い
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

野
呂　
現
在
当
協
会
で
は
、
大
き

く
３
つ
の
柱
で
広
報
活
動
を
し
て

い
ま
す
。

　
１
つ
目
は
メ
タ
サ
ー
チ
と
言
わ

れ
る
検
索
エ
ン
ジ
ン
に
、
よ
り
多

く
の
情
報
を
掲
載
し
、
地
域
に
あ

る
た
く
さ
ん
の
見
ど
こ
ろ
を
P
R

し
て
い
ま
す
。
ト
リ
ッ
プ
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
に
よ
る
、
夏
の
フ
ォ
ト

ジ
ェ
ニ
ッ
ク
外
国
人
部
門
で
、
洞

爺
湖
が
日
本
一
に
な
っ
た
の
は
、

そ
の
活
動
の
成
果
と
思
っ
て
い
ま

す
。
２
つ
目
は
、
S
N
S
対
策
を

重
点
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
洞
爺

湖
町
は
、
特
に
写
真
映
え
す
る
投

稿
数
が
非
常
に
多
い
た
め
、
そ
う

い
っ
た
上
で
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
が

町
と
し
て
マ
ッ
チ
し
て
い
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
３
つ
目
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ア
ク
セ
ス
の
解
析

で
、デ
ー
タ
収
集
と
検
証
か
ら
、観

光
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
た
形
に
変
え
、
よ
り

多
く
の
情
報
に
触
れ
て
も
ら
う
作

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

局
長　
F
I
T
化
で
す
が
、
振
興

局
で
も
認
識
し
て
お
り
、
西
胆
振

全
体
で
し
っ
か
り
連
携
し
て
取
り

組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。　

　
さ
ま
ざ
ま
な
ツ
ー
ル
を
使
っ
て

の
情
報
発
信
、
こ
こ
に
来
ら
れ
た

方
が
そ
の
後
ど
う
動
く
か
と
い
っ

た
分
析
も
重
要
で
、
振
興
局
と
し

て
も
関
心
を
持
っ
て
い
き
た
い
。

冬
の
ニ
セ
コ
を
訪
れ
る
多
く
の
外

国
人
を
洞
爺
に
来
て
い
た
だ
こ
う

と
い
う
P
R
を
１
月
末
に
開
催
す

る
の
で
、
連
携
で
き
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。

後
藤　
当
観
光
協
会
で
は
、
地
域

に
根
ざ
し
て
自
然
を
生
か
し
た
も

の
を
中
心
に
い
ろ
い
ろ
な
紹
介
を

行
い
、
農
産
物
の
情
報
を
多
く
取

り
入
れ
、
水
の
駅
を
中
心
に
販
売

を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、湖
畔
を

活
用
し
た
ア
ウ
ト
ド
ア
レ
ジ
ャ
ー

の
案
内
や
キ
ャ
ン
プ
場
、
水
上
バ

イ
ク
の
管
理
な
ど
、
観
光
案
内
も

含
め
、
洞
爺
地
区
の
案
内
を
し
て

い
ま
す
。

　
近
年
、
洞
爺
地
区
は
店
舗
が
増

え
、賑
わ
っ
て
き
て
い
る
が
、ま
だ
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ま
だ
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
閉
め
た
ま
ま

の
状
態
の
店
舗
が
あ
り
、
冬
期
の

お
客
さ
ん
が
少
な
い
で
す
。
店
舗

も
冬
期
に
は
閉
店
し
て
ニ
セ
コ
に

行
っ
て
し
ま
う
と
い
う
状
況
で
、

冬
に
も
洞
爺
地
区
に
来
て
い
た
だ

く
案
内
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
農
業
後
継
者
も
少
な
く
、
特

に
下
台
の
地
区
が
厳
し
い
状
況
で

す
。財
田
米
な
ど
ブ
ラ
ン
ド
化
し
、

人
気
が
あ
る
が
、
今
後
ど
れ
く
ら

い
維
持
し
て
い
け
る
の
か
と
い
う

心
配
も
あ
り
ま
す
。

　
フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
で
人
が

来
る
こ
と
は
、
非
常
に
あ
り
が
た

い
が
、
管
理
の
仕
方
や
ル
ー
ル
づ

く
り
が
必
要
な
時
期
か
と
考
え
て

い
ま
す
。

納
谷　
湖
を
利
用
し
た
カ
ヌ
ー
体

験
の
会
社
を
や
っ
て
い
ま
す
。
洞

爺
湖
温
泉
は
、
全
国
か
ら
見
て
も

有
数
の
観
光
地
で
す
。私
は
、恵
ま

れ
た
自
然
環
境
を
も
っ
と
効
果
的

に
宣
伝
す
る
こ
と
で
、
洞
爺
湖
リ

ゾ
ー
ト
と
し
て
見
る
こ
と
も
可
能

で
は
な
い
か
と
考
え
、
自
然
を
理

解
し
て
も
ら
う
よ
う
な
事
業
を
始

め
ま
し
た
。
お
客
さ
ん
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、
直
接
人

と
触
れ
合
う
こ
と
で
、
洞
爺
湖
の

フ
ァ
ン
を
増
や
し
て
継
続
的
に
安

定
し
た
観
光
客
の
誘
致
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
移
住
者
と
し
て
の
視
点
か
ら
す

る
と
、
物
件
の
全
体
数
が
少
な
く

住
み
た
い
人
は
た
く
さ
ん
い
ま
す

が
、
違
う
地
域
に
行
っ
て
し
ま
う

方
も
い
ま
す
。
空
家
や
活
用
さ
れ

て
な
い
土
地
を
う
ま
く
移
住
希
望

者
と
つ
な
い
で
い
く
よ
う
な
取
り

組
み
が
あ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

局
長　
特
に
農
産
物
や
自
然
を
生

か
し
た
も
の
を
伸
ば
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
冬
は

非
常
に
も
っ
た
い
な
い
と
思
い
ま

す
の
で
、冬
の
イ
ベ
ン
ト
や
宿
泊
施

設
が
あ
れ
ば
も
っ
と
冬
場
の
お
客

さ
ん
が
来
て
く
れ
る
の
で
、今
後

の
課
題
か
と
思
い
ま
す
。

永
井
（
信
）　
に
ぎ
わ
い
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
は
２
０
０
０
年
の
噴
火
後

に
民
間
団
体
と
し
て
立
ち
上
げ
、

そ
の
後
N
P
O
法
人
格
を
取
得
し

ま
し
た
。
西
山
の
散
策
路
と
花
と

緑
の
事
業
を
町
か
ら
委
託
を
受
け

て
い
ま
す
。
噴
火
災
害
に
遭
っ
た

3
地
域
と
火
山
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
設
立
し
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開

く
な
ど
、
復
興
に
向
け
た
ま
ち
づ

く
り
を
15
年
続
け
て
き
ま
し
た
。　

　
雪
が
少
な
く
春
の
雪
解
け
が
早

い
気
候
を
生
か
し
た
合
宿
な
ど
を

誘
致
す
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ポ
ー

ト
事
業
も
進
め
、
今
年
度
か
ら
ポ

ロ
モ
イ
ス
タ
ジ
ア
ム
の
指
定
管
理

と
そ
の
活
用
と
し
て
週
１
回
、
コ

ン
サ
ド
ー
レ
の
洞
爺
校
を
開
校
し

て
い
ま
す
。
ア
ジ
ア
の
サ
ッ
カ
ー

少
年
団
の
ス
ク
ー
ル
と
連
携
を
し

て
、
ア
ジ
ア
の
子
ど
も
た
ち
の
大

会
を
洞
爺
湖
で
開
催
さ
せ
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

局
長　
コ
ン
サ
ド
ー
レ
と
の
協
定

で
、
ポ
ロ
モ
イ
ス
タ
ジ
ア
ム
の
活

用
を
考
え
て
い
る
の
は
非
常
に
い

い
な
と
思
い
ま
す
し
、
洞
爺
湖
の

新
た
な
側
面
が
で
き
る
と
単
に
観

光
だ
け
で
は
な
い
、
新
た
な
切
り

口
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

来
年
６
月
に
室
蘭
と
宮
古
が

フ
ェ
リ
ー
で
結
ば
れ
、
東
日
本
大

震
災
の
災
害
遺
構
な
ど
、
三
陸
地

域
と
も
近
く
な
り
ま
す
の
で
、
そ

の
点
で
の
連
携
も
面
白
い
と
思
い

ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
の
に
ぎ
わ
い

を
い
ろ
い
ろ
な
分
野
で
連
携
し
な

が
ら
取
り
組
め
る
部
分
が
あ
る
か

と
思
い
ま
す
。

町
長　
振
興
局
長
に
来
て
い
た
だ

き
、
地
域
の
各
産
業
団
体
の
若
手

リ
ー
ダ
ー
の
方
と
意
見
交
換
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。町
内
の
各
団

体
が
そ
れ
ぞ
れ
頑
張
っ
て
い
ま
す
。　

　
私
ど
も
の
ま
ち
は
噴
火
す
る
山
、

有
珠
山
を
抱
え
て
お
り
、
心
が
す

さ
ん
で
し
ま
い
そ
う
で
す
が
、
こ

こ
に
住
ん
で
い
る
人
た
ち
が
山
に

負
け
な
い
気
持
ち
と
山
と
一
緒
に

歩
み
、
山
の
恩
恵
も
い
た
だ
く
こ

と
で
、
こ
の
地
域
で
ど
の
よ
う
な

こ
と
が
で
き
る
の
か
と
い
ろ
い
ろ

な
取
り
組
み
を
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
取
り
組
み
を

今
後
と
も
継
承
し
、
あ
る
い
は
発

展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

局
長　
次
世
代
に
つ
な
ご
う
と
い

う
皆
さ
ん
の
意
識
が
非
常
に
高
い

と
思
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
地
域

の
子
ど
も
を
育
て
る
と
い
う
視
点

で
皆
さ
ん
の
事
業
を
進
め
て
い
た

だ
き
た
い
で
す
。　

　
近
隣
の
町
と
も
連
携
し
な
け
れ

ば
野
球
や
サ
ッ
カ
ー
の
試
合
も
で

き
な
い
現
状
も
あ
り
、
近
隣
と
の

連
携
と
い
う
こ
と
が
重
要
に
な
っ

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
で
連
携
し
な
が
ら
洞
爺
湖
町

を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
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確定申告
準備はお早めに！

①
営
業
、
不
動
産
所
得
な
ど
が
あ

る
人
で
所
得
税
額
が
生
じ
る
人

②
年
末
調
整
を
し
て
い
な
い
、
ま

た
は
内
容
を
変
更
す
る
な
ど
所
得

税
の
精
算
が
必
要
な
人

③
年
末
調
整
済
み
で
、
他
に
20
万

円
を
超
え
る
所
得
が
あ
る
人
な
ど

※
税
制
改
正
で
公
的
年
金
な
ど
の

収
入
金
額
が
４
０
０
万
円
以
下
、

か
つ
、
そ
れ
以
外
の
各
種
所
得
金

額
が
20
万
円
以
下
の
場
合
は
、
所

得
税
の
確
定
申
告
は
不
要
と
な
り

ま
し
た
が
、
所
得
控
除
（
扶
養
控

除
や
医
療
費
控
除
な
ど
）
を
追
加

す
る
場
合
は
、
住
民
税
の
申
告
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

■
国
民
健
康
保
険
加
入
者

　
世
帯
の
総
所
得
が
一
定
額
以
下

の
と
き
、
国
民
健
康
保
険
税
が
軽

減
さ
れ
ま
す
。
平
成
29
年
分
の
収

入
が
な
か
っ
た
人
、
非
課
税
収
入

（
遺
族
年
金
、
障
害
年
金
な
ど
）

だ
け
で
あ
っ
た
人
は
、
住
民
税
の

申
告
を
し
な
い
と
国
民
健
康
保
険

税
が
軽
減
と
な
り
ま
せ
ん
の
で
、

忘
れ
ず
に
申
告
し
ま
し
ょ
う
。

　
必
ず
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

■
共
　
通　
収
入
が
わ
か
る
も
の
、

給
与
・
年
金
の
人
は
源
泉
徴
収
票

の
原
本
（
コ
ピ
ー
不
可
）、
印
鑑
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
の
本

人
確
認
書
類

※
還
付
申
告
の
場
合
は
、
申
告
者

名
義
の
預
貯
金
口
座
が
わ
か
る
も

の
（
通
帳
な
ど
）

■
各
種
所
得
控
除

・
社
会
保
険
料
控
除
〜
健
康
保

険
、
任
意
継
続
、
国
民
年
金
、
介

護
保
険
な
ど
の
領
収
書
や
証
明
書

・
生
命
、
地
震
保
険
料
控
除
〜
生

命
保
険
、
地
震
保
険
控
除
証
明
書

·
障
害
者
控
除
〜
障
害
者
手
帳
な

ど・
配
偶
者
特
別
控
除
〜
配
偶
者
の

収
入
が
わ
か
る
も
の

・
医
療
費
控
除
〜
病
院
・
薬
局
の

領
収
書
や
、
介
護
保
険
施
設
な
ど

が
発
行
す
る
医
療
費
控
除
対
象
分

の
利
用
料
領
収
証
か
ら
受
診
者

別
、
病
院・薬
局
ご
と
に
集
計
し
、

医
療
費
の
明
細
書
を
作
成
し
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

　
窓
口
で
の
明
細
書
作
成
は
時
間

が
か
か
り
混
雑
し
ま
す
の
で
、
事

前
に
ご
自
身
で
作
成
す
る
な
ど
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　　
前
年
中
に
、
自
己
ま
た
は
生
計

を
一
に
す
る
親
族
の
医
療
費
を
支

払
っ
た
場
合
、
そ
の
合
計
額
が

10
万
円
か
総
所
得
金
額
な
ど
の

５
％
の
い
ず
れ
か
低
い
額
を
超
え

た
額
が
「
医
療
費
控
除
額
」
と
な

り
ま
す
。

　
保
険
金
や
高
額
療
養
費
な
ど
で

補
て
ん
さ
れ
た
金
額
は
、
支
払
っ

た
医
療
費
か
ら
除
き
ま
す
。

　
医
療
費
控
除
は
所
得
控
除
の
ひ

と
つ
で
あ
り
、
医
療
費
そ
の
も
の

を
返
す
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

医
療
費
控
除
の
提
出
書
類
が

簡
略
化
さ
れ
ま
す

　

平
成
29
年
分
の
確
定
申
告
か

ら
、「
医
療
費
控
除
の
明
細
書
」

を
作
成
し
添
付
す
る
こ
と
に
よ

り
、
領
収
書
の
提
出
が
不
要
と
な

り
ま
し
た
。
医
療
費
控
除
の
明
細

書
に
は
治
療
費
を
受
け
た
人
ご

と
、
病
院
・
薬
局
ご
と
に
医
療
費

を
合
計
し
て
記
載
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
医
療
費
の
領
収
証
は

自
宅
で
５
年
間
保
存
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
税
務
署
か
ら
提
出
を

求
め
ら
れ
た
と
き
は
、
提
示
ま
た

は
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

洞爺湖温泉支所申告相談日

■問合せ　税務財政課税務グループ（☎ 74-3003）
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確定申告の相談と
申告書の相談

　役場税務財政課窓口で受付と相談
を行います。

■日　時　３月２日（金）
　　　　　午前の部　10時～12時
　　　　　午後の部　14時～16時
■場　所　洞爺湖温泉支所会議室

２月 日

15３月 日

～

確
定
申
告
が
必
要
な
人

医
療
費
控
除
に
つ
い
て （金）

（木）

申
告
に
持
参
す
る
も
の



　
ま
た
、
医
療
費
通
知
（
医
療
費

の
お
知
ら
せ
な
ど
）
を
提
出
す
る

場
合
は
、
明
細
書
記
載
の
簡
略
化

や
領
収
書
の
保
管
を
省
略
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　　
健
康
の
保
持
増
進
と
疾
病
の
予

防
と
し
て
一
定
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
人
が
、
平
成
29
年
度

中
に
自
己
ま
た
は
生
計
を
一
に
す

る
親
族
の
た
め
に
１
万
２
千
円
以

上
の
対
象
医
薬
品
を
購
入
し
た
場

合
に
は
、
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー

シ
ョ
ン
税
制
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

た
だ
し
、「
通
常
の
医
療
費
控

除
」と「
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ

ン
税
制
」
は
選
択
適
用
の
た
め
重

複
し
て
適
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

　
申
告
を
す
る
人
や
扶
養
親
族
の

人
な
ど
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載

が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
記
載

し
た
申
告
書
を
提
出
す
る
都
度
、

申
告
者
の
本
人
確
認
書
類
の
提
示

ま
た
は
写
し
の
添
付
が
必
要
で

す
。

　償却資産とは、土地や家屋以外の事業用の資
産（構築物、機械、器具、備品など）のことをいい、
所得税法、法人税法で減価償却費として必要経
費又は損金に算入されるものです。
　償却資産の申告をするときには、法人事業所
は固定資産台帳や法人申告書を、個人事業者は
所得税確定申告書の減価償却明細書や固定資産
の管理帳簿などをもとに行ってください。
　確定申告書の減価償却明細書に、控除される
経費として事業用資産の申告がなされていても、
償却資産申告書には、その資産の記載が漏れて
いるといったことのないよう、必ず確認のうえ
適正な申告をお願いします。

　固定資産税は、１月１日現在の所有者に課税
されます。
　未登記の家屋を取壊した人で、まだ家屋の滅
失届をされていない人は、１月 31日（水 ) まで
に税務財政課へ家屋滅失届を提出してください。
　なお、登記されている家屋については、札幌
法務局室蘭支局へ建物滅失登記申請書を提出し、
滅失の手続きを行ってください。
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　従業員の所得税を
源泉徴収している事
業主は、個人住民税
を特別徴収（給与天
引き）する義務があ
ります。また、正職

　
（
控
除
対
象
配
偶
者
、
扶
養
親

族
と
事
業
専
従
者
な
ど
の
本
人
確

認
書
類
は
不
要
で
す
。）

　国税庁ホームページの「確定申告書等作成コー
ナー」で、所得税や贈与税などの確定申告書を作
成し、印刷して郵送で提出することができます。
初めての人でも簡単に作成できますので、ぜひご
利用ください。

申告書の作成は
「確定申告書等作成コーナー」

で！

個人住民税は特別徴収で納めましょう
　　

平
成
29
年
分
の
還
付
申
告
の
受

付
が
始
ま
り
ま
す
。

　
町
で
は
、
１
月
31
日
か
ら
役
場

税
務
財
政
課
窓
口
で
随
時
受
付
を

開
始
し
ま
す
。

　
申
告
書
は
「
確
定
申
告
の
手
引

き
」
な
ど
を
参
考
に
自
分
で
作
成

し
、提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

申
告
書
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
「
確
定
申
告
書
作
成
コ
ー

ナ
ー
」
で
簡
単
に
作
成
す
る
こ
と

が
で
き
、
作
成
し
た
申
告
書
は
、

送
付
ま
た
は
電
子
申
告
（
e－

T
a
x
）に
よ
り
提
出
で
き
ま
す
。　
　 　

詳
し
く
は
、
室
蘭
税
務
署
（
☎

0
1
4
3－

22－

4
1
5
1
）

ま
た
は
役
場
税
務
財
政
課
に
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

　
毎
年
ス
ム
ー
ズ
な
申
告
受
付
が

で
き
る
よ
う
心
が
け
、
町
民
の
皆

さ
ん
に
ご
理
解
を
い
た
だ
い
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
１
月
31
日

（
水
）
以
前
は
申
告
の
受
付
体
制

が
シ
ス
テ
ム
構
築
の
関
係
な
ど
で

整
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
お
急

ぎ
の
場
合
は
、
大
変
お
手
数
で
す

が
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
や

ｅ－

Ｔ
Ａ
Ｘ
を
利
用
し
た
申
告

を
行
っ
て
い
た
だ
く
な
ど
の
対
応

を
お
願
い
し
ま
す
。

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン

税
制
の
創
設

確
定
申
告
に
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
が

必
要
で
す

本人確認書類の例

償却資産の申告を
忘れていませんか？

申告は１月 31日（水）まで

家を取壊した人は
家屋の滅失届を

１月 31日（水）までに

員以外のアルバイト・パートなどの従業員につい
ても原則として特別徴収をしていただく必要があ
ります。
■問合せ　役場税務財政課税務グループ（☎ 74
－ 3003）／胆振総合振興局納税課（☎ 0143 ー
24－ 9586）

通知カード
＋

運転免許証、公的医療
保険の被保険者証など

マイナンバーカード

個人住民税は特別徴収で納めましょう
事業主の皆さん

「確定申告書等作成コーナー」

便利

還
付
申
告
の
受
付
が

始
ま
り
ま
す



平成　　年度上半期
　
　
さ
ん
が
納
め
た
税
金
な
ど

　
　
が
、
ど
の
よ
う
な
形
で
ど
の

よ
う
な
目
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る

か
、
町
財
政
の
運
営
状
況
を
理
解

し
て
も
ら
う
た
め
、
例
年
財
政
状

況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
平
成
29
年
度
上
半

期
（
４
月
１
日
〜
９
月
30
日
）
の

予
算
執
行
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　　
予
算
現
在
額
71
億
８
５
３
４
万

円
に
対
し
、
歳
入
49
・
６
％
、
歳

出
34
・
５
％
の
執
行
率
で
す
。

　
予
算
現
在
額
16
億
４
５
７
０
万

円
に
対
し
、
歳
入
32
・
９
％
、
歳

出
40
・
１
％
の
執
行
率
で
す
。
保

険
給
付
費
が
歳
入
を
上
回
っ
て
お

り
、
こ
の
歳
入
不
足
を
会
計
間
の

運
用
で
賄
っ
て
い
ま
す
。

　
予
算
現
在
額
６
億
９
６
３
３
万

円
に
対
し
、
歳
入
25
・
８
％
、
歳

出
38
・
４
％
の
執
行
率
で
す
。
公

債
費
（
借
金
の
支
払
い
）
が
歳
入

を
上
回
っ
て
お
り
、
こ
の
歳
入
不

足
を
会
計
間
の
運
用
で
賄
っ
て
い

ま
す
。

　
予
算
現
在
額
10
億
９
８
０
６
万

円
に
対
し
、
歳
入
40
・
２
％
、
歳

■問合せ
　税務財政課財政グループ（☎ 74-3003）

財 政 状 況

 財政調整基金 133,817

 減債基金 10,287

 合併地域振興基金 102,321

 洞爺地域ふれあい振興基金 1,070

 みんなの基金 6,557

 畑地かんがい事業基金 3,216

 観光開発基金 444

 公営住宅建設及び維持管理基金 2,152

 育英資金の基金 4,038

 町営住宅敷金の基金 4,488

 国民健康保険給付費支払準備基金 10

 介護保険給付費支払準備基金 7,456

 公共施設等整備基金 48,955

 備荒資金組合積立金 41,250

合　計 366,061

一般会計 国保特別
会計

下水特別
会計 合　計

一時借入金
現在高及び
基金運用額

0 0 0 0

●基金の現在高

●一時借入金の状況

地方交付税（21億 8447万円／ 33億 3000万円）65.6％

町税（６億 974万円／ 11億 2960万円）54.0％

国庫支出金（１億 666万円／７億 1945万円）14.8％

町債（０円／５億 4670万円）0.0％

道支出金（6832万円／２億 6354万円）25.9％

繰越金（２億 3309万円／２億 3309万円）100.0％

使用料及び手数料（１億 547万円／２億 2903万円）46.1％

各種交付金（１億 1678万円／２億 1015万円）55.6％

繰越明許費（3787万円／１億 5749万円）24.0％

繰入金（０円／１億 2565万円）0.0％

諸収入（2289万円／ 6775万円）33.8％

地方贈与税（2017万円／ 6400万円）31.5％

分担金及び負担金（2032万円／ 4464万円）45.5％

寄附金（2485万円／ 4134万円）60.1％

財産収入（1589万円／ 2291万円）69.4％

総額（35億 6652万円／ 71億 8534万円）49.6％

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

■
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

■
介
護
保
険
特
別
会
計

一
般
会
計

特
別
会
計
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皆

科目名（収入済額／予算額）収入率 （単位：万円）

（単位：万円）

歳入●一般会計

29 の



歳出

出
38
・
２
％
の
執
行
率
で
す
。
保

険
給
付
費
が
歳
入
を
上
回
っ
て
お

り
、
こ
の
歳
入
不
足
を
会
計
間
の

運
用
で
賄
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
会

計
は
、
要
介
護
（
要
支
援
）
へ
の

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
給
付
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
予
算
現
在
額
１
億
１
０
０
２
万

円
に
対
し
、
歳
入
40
・
８
％
、
歳

出
37
・
０
％
の
執
行
率
で
す
。
公

債
費
（
借
金
の
支
払
い
）
が
歳
入

を
上
回
っ
て
お
り
、
こ
の
歳
入
不

足
を
会
計
間
の
運
用
で
賄
っ
て
い

ま
す
。

　
予
算
現
在
額
１
億
６
５
９
７
万

円
に
対
し
、
歳
入
26
・
０
％
、
歳

出
20
・
７
％
の
執
行
率
で
す
。
こ

の
会
計
は
、
主
に
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
に
対
す
る
納
付
金
の

支
払
い
を
す
る
も
の
で
す
。

　
一
時
借
入
金
は
、
経
理
資
金
が

不
足
す
る
と
き
に
一
時
的
に
銀
行

な
ど
か
ら
借
り
入
れ
、
年
度
内
に

償
還
す
る
お
金
で
す
。
近
年
は
利

子
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
銀
行
な

ど
よ
り
も
利
息
の
低
い
基
金
（
町

の
貯
金
）
か
ら
一
時
的
に
借
り
入

れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
全
て
の
会
計
の
歳
入
歳
出
に
係

る
現
金
の
こ
と
を
歳
計
現
金
と
い

い
、
地
方
公
共
団
体
は
、
こ
の
歳

計
現
金
の
中
で
や
り
く
り
を
し
な

が
ら
支
払
い
を
し
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
年
度
内
で
、
あ
る
会
計

に
現
金
が
不
足
し
た
場
合
は
、
現

金
の
あ
る
会
計
か
ら
な
い
会
計
に

運
用
し
支
払
い
を
し
ま
す
。
こ
の

こ
と
を
会
計
間
運
用
と
い
い
ま

す
。

　
地
方
債
は
、
投
資
的
事
業
（
道

路
の
整
備
、公
共
施
設
の
建
設
等
）

に
充
て
る
た
め
に
借
り
入
れ
、
年

度
を
越
え
て
償
還
す
る
も
の
で

す
。

●特別会計

●地方債の状況

■
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

■
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
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総額（24億 7622万円／ 71億 8534万円）34.5％

民生費（４億 6218万円／ 14億 9258万円）31.0％

給与費（5億 1136万円／ 10億 7112万円）47.7％

公債費（３億 5801万円／９億 7565万円）36.7％

土木費（１億 9011万円／８億 2762万円）23.0％

農林水産費（4700万円／６億 3765万円）7.4％

衛生費（１億 8700万円／４億 7388万円）39.5％

教育費（１億 4620万円／４億 397万円）36.2％

消防費（１億 8970万円／３億 9322万円）48.2％

総務費（１億 641万円／３億 8294万円）27.8％

商工費（１億 4834万円／２億 7949万円）53.1％

繰越明許費（9081万円／１億 5749万円）57.7％

議会費（3610万円／ 6806万円）53.0％

予備費（０円／ 1698万円）0.0％

労働費（300万円／ 469万円）64.0％

科目名（支出済額／予算額）執行率（単位：万円／％）

（単位：万円）

区　分 予算現額 執行済額 執行率

収益的
収入 389,201 138,477 35.5

支出 389,201 87,573 22.5

資本的
収入 20,800 0 0.0

支出 71,997 45,561 63.2

●水道事業会計 （単位：万円／％）

区　分 予算現額
歳　入 支　出

収入済額 収入率 支出済額 執行率
国民健康保険
特別会計 164,570 54,123 32.9 65,978 40.1

公共下水道事業
特別会計 69,633 17,968 25.8 26,738 38.4

介護保険
特別会計 109,806 44,171 40.2 41,898 38.2

簡易水道事業
特別会計 11,002 4,485 40.8 4,071 37.0

後期高齢者医療
特別会計 16,597 4,323 26.0 3,430 20.7

区　分 当初残 償還額 現在高
一般会計 925,380 43,612 881,768
公共下水道
事業特別会計 3,412,208 179,771 3,232,437

簡易水道事業
特別会計 471,439 22,014 449,425

水道事業会計 791,549 25,420 766,129
合　計 5,600,576 270,817 5,329,759

●一般会計

一
時
借
入
金
・
基
金
運
用

会
計
間
運
用

地
方
債



アイシングクッキー作りと土産物屋見学
児童たちが職業体験

一足早くサンタの贈り物
ピノキオクリスマス会

　　世代
　　の担
い手とな
る児童に
地域商工
業に対す
る親しみ
を深めて

地域に「火の用心」の呼びかけ
入江４区防犯パトロール

駅前イルミネーション点灯
幻想的空間広がる

　　末恒例の入江４区自治会防犯パトロールが、11
　　月 30 日から 12 月 21 日まで、毎週木曜日 4
回にわたって実施されました。犯罪被害から地域
を守ろうと同自治会を中心に師走の行事として行
われています。
　14 日には、寒さが厳しい夜 6 時過ぎに入江４
区集会所から住民９人が出発。参加者らは、拍子
木を打ち鳴らし、大きな声で「火の用心」と叫び
ながら地域の住宅街を見回りました。終了後、西
胆振行政事務組合伊達消防署洞爺湖支署の兼田佳

　　R洞
　　爺駅
前を彩る
イ ル ミ
ネーショ

　　ノキオクリスマス会が、12 月 16 日地域交流セ
　　ンター多目的ホールで行われ、児童たち約 30人
が、紙芝居やスライドなどを楽しみました。
　当日は、「サンタクロースのおくりもの」の紙芝居
をスタートに、「ぼーっとしたお百姓」のお話や「サ
ンタクロースのおてつだい」のスライド、パネルシア
ターなど数多くのプログラムが披露されました。
　最後に、サンタクロースが登場し、参加した子ども

たち一人
一人にお
菓子が手
渡され、
会場に歓
声が広が
りまし
た。

もらい、地域の活性化につなげようと児童職業体験事
業「お土産屋さん店員体験＆アイシングクッキー作り」
（洞爺湖町商工会青年部主催）が 12月 16 日、洞爺湖
越後屋で行われ、町内の小学４～６年の児童 46人が
参加しました。　
　始めに、クッキーの表面を粉糖と乾燥卵白で作った
カラフルなクリームでデコレーションするアイシング
クッキー作りを体験しました。終了後、店内で木刀の
手彫り技術などを見学し、お土産屋についての理解を
深めました。併せて、ジオパークの知識を学ぶ「火山
くじ体験」も行われました。

りました。洞爺湖町商工会が毎年クリスマス前に実施
しているものです。全長は 40㍍で、中心にあるトン
ネル部分が高さ５㍍、長さ２㍍。
　当日は、駅交流センターで、点灯式を兼ねて虻田中
学校吹奏楽部のコンサートも開かれ、一足早いクリス
マスムードを演出しました。
　17 時になると約１万個の LED電球で作られたイ
ルミネーションが灯され、駅前に幻想的な空間が広が
りました。点灯時間は、17時～ 21時 30 分。期間は
２月 28日までです。

幸 さ ん
から、火
災予防に
ついて話
を聞き、
理解を更
に深めま
した。

J

年

ピ

次

駅前を鮮やかに彩るイルミネーション
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住宅街を見回る入江４区自治会の皆さん

真剣な表情でクッキーにデコレーションする児童

サンタクロースからお菓子をもらう子どもたち

ンが、12
月 14 日
から始ま



　　年恒例行事のも
　　ちつき会が 12
月７日、入江保育所
で行われました。
　年長の保護者や
西胆振行政事務組
合伊達消防署洞爺
湖支署職員も手伝
い、ふかした餅米
８㌔を臼ときねを
使って「ぺったん、
ぺったん」とつき
ました。

鍋を囲んで交流・親睦
香川で長寿を祝う収穫祭

元気いっぱいぺったんぺったん
入江・本町保育所でもちつき会

　　月 11 日、香川自治会が主催する「長寿を祝う収
　　穫祭」が、香川コミュニティセンターで 70歳以
上のお年寄りを招き開かれ、自治会役員や女性部員な
ど約 50人が参加しました。
　１年の締めくくりと敬老会を兼ねて毎年この時期に
行われています。
　当日は、健康福祉センター鎌田保健師から「健康に
関する」講話を聞いた後、食事会を開催。
　同会では、女性部の皆さんによってすき焼きが準備
され、それを囲みながら楽しい話に花を咲かせ、元気

消費者被害の実態を学ぶ
自治会連合会研修会

　　域住
　　民の
交流を目
的 に 12
月５日、
町民ミニ
バレー大
会（洞爺
湖町体育

　　爺湖町自治会連合会が主催する研修会が、12 月
　　３日、洞爺総合センターで開催され、各自治会役
員ら約 120 人が参加しました。
　研修会は、役場産業振興課佐藤課長からの「被害防
止ネットワークの概要について」の説明の後、引き続
き北海道立消費生活センターの坂井千映主任消費生活
相談員が「消費者被害の現状と防止について」講演を
行いました。
　また研修に先立って、北海道町内連合会会長表彰伝

なお年寄
り を 祝
い、住民
同士の親
睦 も 図
られまし
た。

達式が行
われ、大
和芳勝さ
ん（花和
区）が受
賞しまし
た。

振興連絡会主催）が、洞爺中学校体育館で、９チーム
が参加して行われ、仕事の疲れも吹き飛ばし、熱戦が
繰り広げられました。
　試合は、１チーム４人構成で、３チームずつ３ブロッ
クで予選のリーグ戦を行い、各ブロックの１位同士が
決勝リーグ戦を戦う方式です。
　決勝リーグには、各ブロックを勝ち上がった３チー
ムが進出して競い合い、優勝は同リーグで２勝をあ
げたマンゴーミルクチームが獲得しました。２位に
ANDY’S、３位はスイちゃん。

交流と親睦のミニバレー大会
マンゴーミルクチーム優勝

地

毎

12

坂井相談員の講演を聞く参加者

熱戦を繰り広げた町民ミニバレー大会

親睦が図られた長寿を祝う収穫祭
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洞

　出来た餅は、小さく丸めて雑煮やあんこ、きな
こ餅にして味わいました。園児たちはつきたての
餅を頬張り、笑顔が広がっていました。このほ
か、同日に本町保育所でももちつき会が行われま
した。

元気よくもちをつく園児
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新
成
人
の
皆
さ
ん
へ

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

国
民
年
金
か
ら

暮
ら
し

　
国
民
年
金
は
、
年
を
と
っ
た
と

き
、
病
気
や
事
故
で
障
害
が
残
っ

た
と
き
、
家
族
の
働
き
手
が
亡
く

な
っ
た
と
き
に
働
い
て
い
る
世
代

み
ん
な
で
支
え
よ
う
と
い
う
考
え

で
作
ら
れ
た
仕
組
み
で
す
。

　
国
民
年
金
は
20
歳
以
上
60
歳
未

満
の
人
は
加
入
す
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
20
歳
に
な
っ
た
ら
、
忘
れ
ず
に

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を
し
ま

し
ょ
う
。

■
国
民
年
金
の
ポ
イ
ン
ト

・
将
来
の
大
き
な
支
え
に
な
り
ま
す

　
国
民
年
金
は
20
歳
か
ら
60
歳
ま

で
の
人
が
加
入
し
、
保
険
料
を
納

め
る
制
度
で
す
。
国
が
責
任
を

も
っ
て
運
営
す
る
た
め
、
安
定
し

て
い
ま
す
し
、
年
金
の
給
付
は
生

涯
に
わ
た
っ
て
保
障
さ
れ
ま
す
。

・
老
後
の
た
め
だ
け
の
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん

　
国
民
年
金
に
は
、
年
を
と
っ
た

と
き
の
老
齢
年
金
の
ほ
か
、
障
害

年
金
や
遺
族
年
金
も
あ
り
ま
す
。

障
害
年
金
は
、
病
気
や
事
故
で
障

害
が
残
っ
た
と
き
に
受
け
取
れ
ま

す
。
ま
た
、
遺
族
年
金
は
加
入
者

が
死
亡
し
た
場
合
、
そ
の
加
入
者

に
よ
り
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い
た

遺
族（
子
の
あ
る
配
偶
者
や
子
）

が
受
け
取
れ
ま
す
。

■
問
合
せ　
室
蘭
年
金
事
務
所

（
お
客
様
相
談
室
☎
0
1
4
3－

50－

1
0
0
4
）
／
住
民
課
住

民
・
戸
籍
年
金
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

3
0
0
2
）

お知らせ
information

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
か
ら

の
お
知
ら
せ

■
高
額
介
護
合
算
療
養
費
に
つ
い
て

　
医
療
と
介
護
の
両
方
を
利
用
し

負担割合 区　分 自己負担額の合計の基準額
３割 現役並み所得者 67万円

１割
一般 56万円

住民税
非課税世帯

区分Ⅱ（※１） 31万円
区分Ⅰ（※２） 19万円

※１　世帯全員が住民税非課税である人
※２　世帯全員が住民税非課税であり、世帯全員の所得が０円（公的年金収入の
みの場合、その受給額が 80万円以下）、または老齢福祉年金を受給している人

■自己負担限度額表

■
医
療
費
通
知
を
全
受
診
者
へ
送

付
し
ま
す

　
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
の
医
療
費

総
額
な
ど
を
お
知
ら
せ
す
る「
医

療
費
通
知
」
を
対
象
期
間
に
医
療

機
関
な
ど

を
受
診
し

た
全
て
の

被
保
険
者

の
皆
さ
ん

へ
送
付
し

ま
す
。
発

送
月
は
９

月
と
３
月

の
年
２
回

で
す
。

■イメージ図

◆
医
療
費
通
知
を
活
用
し
ま
し
ょ

う
　
医
療
費
の
推
移
が
一
目
で
分
か

る
た
め
、
自
分
の
健
康
状
態
の
把

握
や
健
康
管
理
に
活
用
で
き
ま

す
。
健
康
診
査
な
ど
、
皆
さ
ん
の

健
康
保
持
・
増
進
に
役
立
つ
情
報

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
診
療
日
数

※この通知は皆さんに受診状況をお知らせするもの
で、請求書ではありません。

て
い
る
世
帯
の
自
己
負
担
を
軽
減

す
る
制
度
で
す
。
同
じ
世
帯
の
被

保
険
者
が
、
１
年
間
に
支
払
っ
た

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
と
介
護
保

険
の
自
己
負
担
額
の
合
計
が
限
度

額
を
超
え
た
と
き
は
、
そ
の
超
え

た
額
が
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
と

介
護
保
険
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。　

　
な
お
、
手
続
き
に
は
役
場
窓
口

へ
の
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
ま
た
は

介
護
保
険
の
自
己
負
担
額
の
い
ず

れ
か
が
０
円
の
場
合
は
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。
支
給
額
が
５
０
０
円

以
下
の
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ

ん
。

広　告
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消
費
者
啓
発
パ
ネ
ル
展

運転免許更新時講習日程
場所　だて歴史の杜カルチャーセンター
■１月
優良（30分）
24日（水）13：30～　29日（月）18：30～
一般（60分）
16日（火）14：30～　29日（月）19：30～
違反（120分）
24日（水）14：30～
初回（120分）
19日（金）13：30～

■２月
優良（30分）
１日（木）18：30～　9日（金）13：30～
一般（60分）
1日（木）19：30～　9日（金）14：30～
違反（120分）
６日（火）18：30～
初回（120分）
14日（水）18：30～

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る

人
の
「
障
害
者
控
除
対
象
者

認
定
書
」
の
交
付
に
つ
い
て

　
悪
質
商
法
、
振
り
込
め
詐
欺
な

ど
に
よ
る
消
費
者
被
害
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
啓
発
用
パ
ネ
ル
の
展
示

を
行
い
ま
す
。

■
日
　
時　
１
月
24
日（
水
）
～

１
月
31
日（
水
）
※
最
終
日
の
み

12
時
ま
で
展
示

■
場
　
所　
役
場
町
民
ロ
ビ
ー
／

洞
爺
総
合
支
所
ロ
ビ
ー

■
問
合
せ　
産
業
振
興
課
水
産
・

商
工
グ
ル
ー
プ（
☎
74－

３
０
０

５
）

　
障
害
者
控
除
の
対
象
に
な
る
人

は
、
身
体
障
害
者
手
帳
や
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
る
人
で
す
が
、
手
帳
の
交

付
を
受
け
て
い
な
い
人
で
も
、
基

準
日（
12
月
31
日
）
に
お
い
て
介

護
保
険
の
要
介
護
認
定（
要
介
護

１
か
ら
要
介
護
５
）
を
受
け
て
い

る
満
65
歳
以
上
の
人
で
、
状
態
が

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
の
交
付
を

受
け
て
い
る
人
と
同
程
度
で
あ
る

と
判
断
し
た
場
合
は「
障
害
者
控

除
対
象
者
認
定
書
」が
発
行
さ
れ
、

所
得
税
や
住
民
税
で
障
害
者
控
除

か
特
別
障
害
者
控
除
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
場
合「
要
介
護
度
」の
段

階
で
一
律
に
可
否
が
決
ま
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
基
準
日
に
有

効
で
あ
る
要
介
護
認
定
結
果
の

「
認
定
調
査
票
」「
主
治
医
意
見
書
」

を
も
と
に
認
定
し
ま
す
。

■
注
意
事
項
　
要
介
護
認
定
を
受

け
て
い
る
人
で
も
障
害
者
控
除
の

対
象
に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
本
人
と
扶
養
親
族
の

所
得
税
や
町
民
税
が
非
課
税
の
場

合
は
該
当
に
な
り
ま
せ
ん
。
申
請

に
は「
印
鑑
」
が
必
要
で
す
。

■
問
合
せ
・
申
請　

健
康
福
祉

課
介
護
保
険
グ
ル
ー
プ（
☎
74－

3
0
0
1
）

お知らせ
に
間
違
い
が
な
い
か
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

■
問
合
せ
・
申
請　

住
民
課
国

保
・
医
療
グ
ル
ー
プ（
☎
74－

3
0
0
2
）

通
信
販
売
は
契
約
内
容
を

事
前
に
確
認
し
ま
し
ょ
う

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

「
1
週
間
で
簡
単
に
痩
せ
る
」「
美

容
に
良
い
」「
有
名
人
も
使
用
」

な
ど
の
広
告
を
見
て
商
品
を
お
試

し
価
格
で
購
入
し
た
と
こ
ろ
、
実

際
は
定
期
購
入
契
約
に
な
っ
て
い

た
と
い
う
ト
ラ
ブ
ル
が
今
年
も
増

加
し
て
い
ま
す
。

　
「
初
回
送
料
の
み
」「
初
回

5
0
0
円
」
な
ど
の
広
告
に
惹
か

れ
て
購
入
し
た
が
、
体
に
合
わ
な

い
の
で
中
途
解
約
を
申
し
出
た
と

こ
ろ
、「
定
期
購
入
契
約
に
な
っ

て
い
る
た
め
、
４
回
購
入
す
る
ま

で
解
約
で
き
な
い
」
と
言
わ
れ
、

解
約
に
応
じ
て
も
ら
え
な
か
っ
た

ケ
ー
ス
や
解
約
す
る
と
き
に
低
価

格
の
初
回
価
格
で
は
な
く
、
通
常

価
格
で
請
求
さ
れ
た
と
い
っ
た
相

談
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。　
　

　
通
信
販
売
で
は
ク
ー
リ
ン
グ
オ

フ
は
適
用
さ
れ
ず
、
返
品
や
解
約

の
条
件
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
れ

ば
、
原
則
そ
の
条
件
を
守
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
消

費
者
の
興
味
を
そ
そ
る
内
容
が
強

調
さ
れ
、
取
引
に
お
け
る
重
要
な

事
項
が
目
立
た
な
い
よ
う
に
表
示

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。　

　
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
わ
な
い
た
め
に

は
次
の
こ
と
に
注
意
が
必
要
で

す
。

①
定
期
購
入
が
条
件
に
な
っ
て
い

な
い
か

②
定
期
購
入
期
間
内
の
解
約
は
可

能
か

③
解
約
の
条
件
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か（
申
出
先
、方
法
、期
間
な
ど
）

■
問
合
せ　
産
業
振
興
課
水
産
・

商
工
グ
ル
ー
プ（
☎
74－

３
０
０

５
）

広　告広　告
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募
　
集

ま
ち
づ
く
り
審
議
会
委
員

を
募
集
し
ま
す

　
違
法
・
迷
惑
駐
車
は
、
次
の
よ

う
な
危
険
や
障
害
の
原
因
と
な
り

ま
す
。

◆
道
路
を
狭
く
し
て
通
行
の
妨
害

に
な
り
ま
す

　
違
法
駐
車
が
あ
る
た
め
に
交
通

渋
滞
を
引
き
起
こ
し
、
ス
ム
ー
ズ

な
車
両
走
行
が
で
き
な
く
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

◆
交
差
点
付
近
で
の
事
故
の
原
因

と
な
り
ま
す

　

交
差
点
付
近
の
違
法
駐
車
は
、

通
行
す
る
車
両
や
歩
行
者
の
見
通

し
を
妨
げ
、
交
差
点
事
故
の
原
因

と
な
り
ま
す
。

◆
緊
急
車
両
の
活
動
を
防
げ
ま
す

　
狭
い
道
路
に
違
法
駐
車
が
あ
る

と
き
は
、
他
の
車
両
が
通
行
不
能

と
な
り
ま
す
。
特
に
、
消
防
車
や

救
急
車
な
ど
の
緊
急
車
両
の
活
動

を
妨
げ
、
人
命
救
助
に
重
大
な
影

響
を
与
え
ま
す
。

◆
歩
行
者
事
故
な
ど
の
原
因
に
な

り
ま
す

　
住
宅
街
で
の
違
法
駐
車
は
、
駐

車
車
両
の
直
前
や
直
後
か
ら
幼

児
、
児
童
の
飛
び
出
し
に
よ
る
事

故
や
夜
間
に
は
走
行
車
両
が
駐
車

車
両
に
気
付
か
ず
衝
突
す
る
な

ど
、
交
通
事
故
の
原
因
に
も
な
り

ま
す
。

◆
除
排
雪
作
業
な
ど
の
障
害
と
な

り
ま
す

　
違
法
駐
車
が
除
雪
車
の
進
行
や

除
排
雪
作
業
の
妨
げ
と
な
り
、
住

民
に
迷
惑
を
か
け
、
生
活
に
も
重

大
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

違
法
・
迷
惑
駐
車
の
防
止

伊
達
警
察
署
か
ら

メ
ル
ト
タ
ワ
ー
21
へ
ご
み
を

自
己
搬
入
す
る
人
へ
お
願
い

①
ご
み
を
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
で
持
ち

込
む
と
き
は
、
飛
散
防
止
の
た
め

ご
み
に
シ
ー
ト（
ネ
ッ
ト
）
を
か

胆
振
管
内
沖
合
海
域
で
の

さ
く
ら
ま
す
釣
り
に
は

ラ
イ
セ
ン
ス
が
必
要
で
す

　
さ
く
ら
ま
す
資
源
の
保
護
を
図

る
た
め
、
胆
振
管
内
室
蘭
市
、
登

別
市
、
白
老
町
、
苫
小
牧
市
、
厚

真
町
と
む
か
わ
町
地
先
海
域
で
の

船
舶
を
使
用
し
た
さ
く
ら
ま
す
釣

り
に
は
ラ
イ
セ
ン
ス
の
取
得
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

■
問
合
せ　
胆
振
海
区
漁
業
調
整

委
員
会
事
務
局（
☎
0
1
4
3－

24－

9
8
1
2
）

け
て
く
だ
さ
い
。

②
鉄
の
塊
な
ど
は
受
け
入
れ
で
き

ま
せ
ん
。
鉄
ア
レ
イ
や
ジ
ャ
ッ
キ

な
ど
の
鉄
の
塊
を
廃
棄
す
る
と
き

は
環
境
課
ま
で
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

③
ス
ト
ー
ブ
を
廃
棄
す
る
と
き

は
、
乾
電
池
・
灯
油
は
除
去
し
て

く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　
環
境
課
環
境
推
進
グ

ル
ー
プ（
☎
74－

3
0
0
6
）

　

任
期
満
了
に
伴
い
、「
第
２
期

ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画
」
の
進
捗

北
海
道
電
力
か
ら
の
お
願
い

　

こ
の
冬
も
引
き
続
き「
無
理
の

な
い
範
囲
で
の
節
電
」
に
ご
協
力

お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
ほ
く
で
ん
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

スプレー缶・カセットボンベなどは正しく処理をしましょう
　町から排出されるごみは、室蘭市にある西いぶり広域連合のごみ処理施設「メルトタワー 21」で処
理していますが、スプレー缶やカセットボンベなどは中身を使いきり、穴を開けて排出することとなっ
ています。中身が残ったまま廃棄すると、ごみ収集車やごみ処理施設での火災の原因となり、大変危険
です。穴あけ作業が原因となる火災の発生事例もありますので、スプレー缶の安全な穴開け手順を紹
介します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　■問合せ　環境課環境推進グループ（☎ 74-3006）

穴開け作業は
風通しがよく、
火の気のない
屋外で行いま
しょう

缶を手で振って中身の有無を確認する
　「シャカシャカ」「チャプチャプ」などの音がし
たら、まだ中身が残っているので最後まで使いき
りましょう。
※音がしなくてもまだ、中身やガスが残っている
場合もあります。

　スプレー缶はガス抜き装置が装着された製品
への転換が進められています。
　スプレー缶に記載されているガス抜き方法を
確認しましょう。

足などでスプレー缶を固定し、上からではなく
側面から穴を開けましょう
　穴あけにより、残ったガスや薬剤などが噴き出す恐れ
がありますので、自分の体にかからない様、穴あけの向
きには注意が必要です。
　100円ショップやホームセンターなどで市販されてい
る穴開け器を使うと簡単に穴が開けられます。

町指定の「燃えな
いごみの袋」に
入れ、決められ
た収集日に燃え
ないごみとして
出しましょう スプレー缶穴あけの見本

ガス抜き機能がついているスプレー缶は
付属のガス抜きキャップを利用してガス抜きを行う

ガス抜き機能
がない場合は
スプレー缶に
濡れぞうきん
をかぶせる
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相
　
談

お知らせ

洞爺湖マラソン
洞爺湖有珠山ジオパーク

洞爺湖洞爺湖第
44
回

日本陸上競技連盟公認洞爺湖畔マラソンコース

SUN

2018
５ 20 （42.195㎞）

９：30 am  START
42.195㎞／10㎞／5㎞／2㎞

■参加資格・参加料
▷フルマラソン　定員 5,500人（先着順）
　18歳以上（高校生は除く）　7,000円
▷ 10㎞
　高校生以上　4,000円（高校生 2,500円）
▷５㎞
　中学生以上　4,000円
　（高校生 2,500円／中学生 2,000円）
▷２㎞
　小学生　2,000円
　親子ペア（子どもは小学生）4,500円

生
活
︑
仕
事
︑
家
計
の

悩
み
・
困
り
ご
と
相
談
会

　
生
活
費
に
困
っ
て
い
る
、
仕
事

が
な
か
な
か
決
ま
ら
な
い
、
働
い

た
こ
と
が
な
く
心
配
、
住
む
と
こ

ろ
に
困
っ
て
い
る
、
子
ど
も
の
学

習
が
心
配
な
ど
の
悩
み
、
困
り
ご

と
の
相
談
を
広
く
受
け
付
け
ま

す
。
当
日
、
来
ら
れ
な
い
人
は
電

話
で
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

■
日
　
時　
１
月
23
日（
火
）
13

時
～
14
時

■
場
　
所　
洞
爺
湖
町
役
場
３
階

３
０
３
会
議
室

■
問
合
せ　

生
活
就
労
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
い
ぶ
り（
☎
フ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
ル
0
1
2
0－

09－

0
7
8
3
）　

■参加方法
▷ネット（http://www.toyako-marathon.jp/）
　２月１日（木）10時～２月 23日（金）
▷郵便振替
　２月１日（木）～２月 16日（金）当日消印有効
　先着 500人
■問合せ
　洞爺湖マラソン実行委員会事務局
　（☎ 75-4400＜平日９時～ 17時＞ FAX 75-4704)
　http://www.toyako-marathon.jp/

な
ど
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め

「
洞
爺
湖
町
ま
ち
づ
く
り
審
議
会
」

の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
員　
６
人

■
選
考
方
法　
応
募
申
込
書
の
記

載
事
項
を
確
認
の
う
え
、
行
う
こ

と
と
し
ま
す
が
、
募
集
人
数
を
超

え
た
場
合
は
町
に
お
い
て
選
考
ま

た
は
抽
選
に
よ
り
選
出
し
ま
す
。

■
応
募
資
格　
次
の
要
件
全
て
を

満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
応
募
時
点
に
お
い
て
20
歳
以
上

で
町
内
に
居
住
し
、
住
民
登
録
を

し
て
い
る
人

②
任
期
中
、
継
続
し
て
洞
爺
湖
町

洞爺湖マラソン 検索

■活 動 日　５月 20日（日）概ね８時～１４時まで
■活動内容　給水所・走路監察員など
■募集要件　個人、グループまたは団体で
18歳以上の人
■昼 食 代　800円を支給
■応募期間　３月８日 (木 )まで
■応募方法　事務局までお電話ください。

ボランティアスタッフ募集
オリジナルＴシャツプレゼント！　

　洞爺湖町長選挙の期日
が、次のとおり決まりま
した。
■選挙期日　平成 30年４
月 15日（日）
■告 示 日   平成 30年４

ま
ち
づ
く
り
審
議
会
に
出
席
で
き

る
見
込
み
の
あ
る
人

③
公
募
委
員
に
選
任
さ
れ
る
日
に

お
い
て
、
洞
爺
湖
町
行
財
政
改
革

審
議
会
の
委
員
に
選
任
さ
れ
て
い

な
い
人

④
町
職
員
を
含
む
行
政
機
関
の
職

員
ま
た
は
町
議
会
議
員
で
な
い
人

■
応
募
方
法　
「
洞
爺
湖
町
ま
ち

づ
く
り
審
議
会
委
員
応
募
申
込

書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
提

出
。
申
込
書
は
企
画
防
災
課
と
洞

爺
湖
温
泉
支
所
、
洞
爺
総
合
支
所

に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い

ま
す
。

■
応
募
期
間　

２
月
１
日（
木
）

必
着

■
応
募
先　
本
庁
企
画
防
災
課
、

洞
爺
湖
温
泉
支
所
、
洞
爺
総
合
支

所■
問
合
せ　
企
画
防
災
課
企
画
グ

ル
ー
プ（
☎
74－

3
0
0
4
）

選挙管理委員会からのお知らせ

月 10日（火）
■住所要件　平成30年１月９日以前に転入
をし、引き続き３カ月以上居住している人
■年齢要件　平成 12年４月 16日以前に出
生し、引き続き町内に３カ月以上居住して
いる人
洞爺湖町長選挙に係る立候補予定者説明会
■日　時　２月 23日（金）10時から
■場　所　洞爺湖町役場防災研修ホール
■問合せ　選挙管理委員会（☎ 74－ 3000）



  心からおくやみ
　　　　　　申し上げます 
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お知らせ

寄
　
付

　
善
意
の
ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

●
社
会
福
祉
協
議
会

▽
武
川
敏
雄
さ
ん
（
入
４
区
）
は

３
万
円

＜

歳
末
見
舞
金＞

▽
道
の
駅
あ
ぷ
た
は
３
千

3
0
0
円

▽
連
合
洞
爺
湖
支
部
は
５
万
円

▽
西
胆
振
行
政
事
務
組
合
伊
達
消

防
署
洞
爺
湖
支
署
管
理
職
一
同
は

６
千
円

▽
民
生
委
員
・
児
童
委
員
一
同
は

３
万
８
千
円

＜

寄
付
物
品＞

▽
輪
島
千
代
恵
さ
ん
（
青
２
区
）

▽
坂
井
千
枝
さ
ん
（
温
３
区
）

▽
井
本
清
江
さ
ん
（
虻
８
区
）

▽
片
倉
定
夫
さ
ん
（
虻
６
区
）

▽
虻
田
３
区
い
き
い
き
ク
ラ
ブ

　　
12
月
号
10
ペ
ー
ジ
の
ま
ち
の
わ

だ
い
の
「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
開

催　
彫
刻
芸
術
の
現
在
と
未
来
を

語
る
」
の
記
事
で
、
講
演
者
の
佐

藤
知
哉
さ
ん
の
名
前
が
間
違
っ
て

い
ま
し
た
。
正
し
く
は
佐
藤
友
哉

さ
ん
で
す
。
訂
正
し
て
お
詫
び
し

ま
す
。 お

詫
び
と
訂
正

　窓口へ届出があり、広報紙への掲載を承諾
した人を掲載しています。

11月１日～12月 19日届出分

　
金
銭
、
相
続
、
夫
婦
間
、
交
通

事
故
、
消
費
者
問
題
の
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
必
ず
２
日
前
の
17
時
ま
で
に
事

前
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

　
定
員
（
３
人
）
に
な
り
次
第
締

め
切
り
ま
す
。

無
料
法
律
相
談
会
開
催

■
日
　
時　
①
１
月
18
日
（
木
）

②
２
月
１
日
（
木
）
13
時
30
分
～

15
時

■
場
　
所　
①
虻
田
ふ
れ
合
い
セ

ン
タ
ー
②
洞
爺
湖
温
泉
観
光
情
報

セ
ン
タ
ー

■
担
　
当　
①
林　

正
樹
弁
護

士
（
伊
達
噴
火
湾
法
律
事
務
所
）

②
奈
良
泰
哉
弁
護
士
（
奈
良
法
律

事
務
所
）

■
問
合
せ　

住
民
課
住
民
・
戸

籍
年
金
グ
ル
ー
プ
（
☎
74－

3
0
0
2
）

　
相
続
手
続
き
、
遺
言
書
の
作
成

や
、
契
約
手
続
き
、
ま
た
官
公
署

に
提
出
す
る
書
類
の
作
成
な
ど
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。
事
前
の
予
約

は
不
要
で
す
。

■
日
　
時　
２
月
17
日
（
土
）
９

時
30
分
～
12
時

■
場
　
所　
あ
ぶ
た
母
と
子
の
館

行
政
に
関
わ
る
く
ら
し
の

無
料
相
談
会
開
催

研
修
室

■
問
合
せ　
北
海
道
行
政
書
士
会

室
蘭
支
部
（
☎
76－

３
５
３
８

担
当
後
藤
）
／
住
民
課
住
民
・

戸
籍
年
金
グ
ル
ー
プ
（
☎
74－

３
０
０
２
）

　
い
じ
め
や
不
登
校
、
体
罰
な
ど

の
学
校
教
育
に
関
す
る
悩
み
、
子

育
て
・
し
つ
け
な
ど
家
庭
教
育
に

関
す
る
悩
み
な
ど
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

■
電
話
相
談

☎
０
１
２
０－

３
８
８－

56
（
無

料
、
毎
日
24
時
間
対
応
）

■
メ
ー
ル
相
談

doken-sodan@
hokkaido-c.

ed.jp

※
急
ぎ
の
場
合
は
電
話
相

談
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

■
来
所
相
談　
10
時
～
16
時
（
土

子
ど
も
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

相
談
窓
口

日
・
祝
日
、
年
末
年
始
は
休
み
）

子
ど
も
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
（
札

幌
市
中
央
区
北
３
条
西
７
丁
目
道

庁
別
館
８
階
）
※
電
話
相
談
で
予

約
し
て
く
だ
さ
い
。

故中田德江さん
■ 11月４日死去■ 82歳■遺族は昭悦さん■入３区

故齊藤範雄さん
■ 11月４日死去■ 68歳■遺族は智津子さん■かっこう台区

故岸本盛美さん
■ 11月５日死去■ 83歳■遺族は美枝子さん■洞第３

故吉田定吉さん
■ 11月５日死去■ 94歳■遺族は阿部澄子さん■虻１区

故白川幸治さん
■ 11月 10日死去■ 73歳■遺族は千代子さん■温１区

故工藤カチさん
■ 11月 13日死去■ 87歳■遺族は鎌田裕子さん■温１区

故宮田絹子さん
■ 11月 15日死去■ 92歳■遺族は純さん■虻２区

故山崎利春さん
■ 11月 15日死去■ 69歳■遺族は勝利さん■虻６区

故大西　疏さん
■ 11月 28日死去■ 88歳■遺族は俊則さん■洞第１

故遊佐邦彦さん
■ 12月２日死去■ 78歳■遺族は昌子さん■虻７区

故大沼コトミさん
■ 12月 11日死去■ 88歳■遺族は廣志さん■かっこう台区

故末永行雄さん
■ 12月 18日死去■ 93歳■遺族はミツさん■大原
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さわやかだ
より

健康情報

問合せ　健康福祉センターさわやか （☎ 76-4006）地域包括支援センター（☎ 76-4822）

ウソ・ホント

　これらの健康情報に関する講話の他、困ったとき
の相談先やリハビリテーションについて学ぶ場とし
て、次回２月 17日に洞爺地区でとうやこケアネット
ワーク講演会を開催します。詳しくは広報とうやこ２
月号とあわせて配布する講演会ちらしをご確認くだ
さい（洞爺地区のみ）。

の

グルコサミンなどの健康食品
は関節の痛みに効果があるの？

痛みの原因によるため、まずは病院
を受診することを勧めます。

血液サラサラの薬を飲んでいます。
納豆を食べてはいけないと言われていました

処方されている薬により異なりますが、最近発売
されている血液凝固抑制剤は納豆やクロレラや緑

ローヤルゼリーは健康、美容にいい
と聞くけれど、本当？

ローヤルゼリーは豊富な栄養素が含まれますが、
天然の様々な花粉、蜜からできているため、アト

運動、食事制限以外の
効果的なダイエットサプリ

ダイエットの基本は
「摂取カロリー＜消費カロリー」とすること

血圧の薬を飲んでいて、
グレープフルーツを食べてはいけない

一部の「降圧剤」「血液凝固抑制剤」「抗コレステ
ロール薬」はグレープフルーツで効果が変化す

認知症の薬を飲み続けると効果が無
くなると聞きました。

認知症の人に処方される薬は、認知機能が低下す
る速度を遅くするタイプのもので、認知症を治癒

トクホのお茶などは
本当に効果があるのでしょうか。

「トクホ」とは届出時に審査を受けてい
るので、効果や機能はあるといえますが、

Q.
A.
　これらの健康食品は、１回服用して劇的に効果がある
ものではありません。数か月利用して「楽になった」と
いう方はいますが、安静にする・動き方を工夫するなど
生活の見直しも大切です。

？

黄色野菜を食べても安全なタイプの薬です。これら
は血小板がたまって血栓を起こさないようにするタイ
プの薬です。怪我や抜歯などで出血が止まりにくいこ
とがありますので、注意しましょう。

が、最近薬が変わって食べてもいいと言われました。
本当に大丈夫？

ピー性皮膚炎やぜんそく、鼻炎などのアレルギー疾患が
あるかたは過剰反応が出る可能性があるので、事前
に医師や薬剤師に相談したほうがよいでしょう。

なので、運動療法・食事療法が第一選択となります。
　ある時期、単品ダイエット（リンゴ、ゆで卵など）や
糖質制限ダイエットなどがブームとなりましたが、一時
的に痩せてもリバウンドしたり栄養障害を起こす危険が
ありますので、お勧めしません。基本は「食事」で正し
くカロリー制限をすることです。

るものがあります。ただし、オレンジや夏みかん、冬
みかん、八朔などは大丈夫ですので安心してお食べく
ださい。

する薬はまだありません。そのため、認知症の薬の効
果がなくなるのではなく、認知症が進行したという
ふうに考えます。

薬が全ての人に同じ効果が出ないのと同じように、効
く人・効かない人・効いても感じない人などさ
まざまです。トクホのお茶に効果を求める前に、生活
習慣（特に食生活）を見直すことが早道かもしれません。

Q.
A.

Q.

A.

Q.
A.

Q.
A.

Q.
A.

メントを

というのは本当？

Q.
A.

どうなんでしょうか？

効果的なダイエットサプリ

るので、効果や機能はあるといえますが、

教えてください。

　これらの健康食品は、１回服用して劇的に効果がある

　また、講演会以外にも、地域で活動する個人や団
体に対し、専門職が無料で出向き、健康や運動・介護　
などのさまざまな講話や実技を交えて、健康づくり・
介護予防活動を支援していますので、ご活用ください

（１団体につき、年３回まで利用可能）。詳しくは地域
包括支援センターへお問合せください。

　　レビや雑誌で毎日のようにとりあげられている健康に関する
　　 情報は、本当に自分の身体や生活にあっているのでしょうか？
　11月に開催された「とうやこケアネットワーク講演会」で、伊達
市ふなおか薬局　京野薬剤師からさまざまな健康情報についての
講話がありましたので、いくつか紹介します。

テ
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ワンポイント手話 ～時の表現～
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千
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子

佐
藤
美
風

本屋さんが
くれた奇跡

監修　清水克衛　　　　　　　　

　その人に合いそうな本
を紹介する本屋さんで、
店長のおすすめ本と出会
い、人生が変わった9人
の実話にもとづいたフィ
クション。奇跡のエピ
ソードが満載です。本に

指でつまんだ土をこぼす
しぐさをする 数字の１を左肩から右肩へ移動

～時の表現～～時の表現～～時の表現～

ピ
ノ
キ
オ
読
み
聞
か
せ
の
会

土曜日 １日

（土）
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はすご
い力が
あるこ
とを思
い知ら
されま
す。

１週間

（土）

左手を広げて、そこから数字の７を右へ移動させる
（右手は数字の７を表しています）



ジオパーク通信

　洞爺湖周辺の実り豊かな大地をもっと宣伝したい！という思いから生まれた洞爺湖町オリジナルエコ
バック「大地のポケット」に、新たに 3つの図柄が加わりました。国の地方創生加速化交付金事業の採
択を受けて実現したもので、山陰海岸ジオパークである兵庫県豊岡市の鞄専門店で作られたバックです。
　このオリジナルエコバック（３種類のいずれか１枚）を抽選で 6人の方にプレゼントします。ぜひ、
このバックを持ち歩いて「世界ジオパークの町」の宣伝役になってください！ 
　希望する方は、はがきかファクス、もしくはＥメールで、下記内容をご記入のうえご応募ください。
　１月分の締切は１月 29日の消印まで有効です。当選は発送をもってかえさせていただきます。
※一度当選された方は対象となりませんのでご留意ください。

１．応募者の名前　　　　２．連絡先電話番号
３．届け先の住所（洞爺湖町内に限ります）
４．ジオクイズの答え

バックの図柄は絵本『11 万年のうえの
一日』から「小幌海岸」「リンゴ畑」「洞
爺湖温泉」の 3種類。※図柄の指定はで
きません
前回のジオクイズの答え：「63カ国」でした！

「大地の物語」を PR！
期間延長しました！抽選で当たる！

第 66号
洞爺湖有珠山ジオパーク推進協議会

洞爺湖町役場内
☎（0142）74-3015ジオパーク通信

洞爺湖有珠山ジオパークだより

＜ジオクイズ＞
　北海道の地名の約何割がアイヌ語由来の地名といわれて
　いるでしょう？
※答えはこのジオパーク通信内にあります。よ～く読んで答えてね。
～ 応募先 ～　〒 049-5692
洞爺湖町栄町 58番地　洞爺湖町役場ジオパーク推進課
※ファクスは　Fax 76-4727 まで　
※Ｅメールは　info@toya-usu-geopark.org　まで

　北海道では、地名の約８割がアイヌ語に由来しています。アイヌ語地名は、アイヌの人たちが必要に応じて
付けたもので、生活に役立つ素材や食材が採れる場所、地形の特徴を示しており、名づけた当時の人たちの生
活が反映された、歴史的にも重要な文化財といえます。
　洞爺湖有珠山ジオパーク内にもたくさんのアイヌ語地名がありますが、噴火によって地形が変わったり、漢
字で表記されたために、もともとの意味がわからなくなってしまったものも少なくありません。
　洞爺湖有珠山ジオパークの中のアイヌ語地名と、普段見ている地形の関係、また暮らしの中で受け継がれる
アイヌ文化について学ぶ講座を開催します。興味のある方はぜひご参加ください。

洞爺湖町  オリジナルエコバックで

ジオパーク・パートナー講座「アイヌ語地名とアイヌの伝承」
日　時　　平成 30年２月 18日（日）10時～ 12時
場　所　　豊浦町中央公民館（豊浦町船見町 95番地）
講　師　　北海道博物館研究職員　遠藤 志保 さん
　　　　　豊浦アイヌ協会会長　　宇治 義之 さん

入場無料、予約不要
先着 50人にジオパーク絵本『11万年のうえの一日』を
プレゼント！

豊浦町の海岸では、大昔の火山活動を示
す岩がたくさん見られます。そのひとつ
ひとつに、名前が付けられていたそう。

広報とうやこ　2018年１月23
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１月 10日
（水）

げんきクラブ
　 13：30～ 15：30
　 洞爺温泉病院（☎ 76-4006 ＜さわやか＞）

10日（水）
～19日（金）

町民ロビー展「小中学生作品展」

12 日（金）

洞爺地区健康相談
　 9：30～ 11：30
　 洞爺総合支所（☎ 82-5111）
保育所開放
　 10：00～ 11：30
　 本町保育所（☎ 76-2673）

13日（土）
～14日（日）

新年四季色うどん打ち
　 10：00～ 13：00
　 洞爺財田自然体験ハウス（☎ 82-5999）

14日（日）
平成 30年新春・大人＆子どものかるた交流会
　 ８：30～ 12：00
　 あぶた体育館２階格技室（☎ 74-3010
＜教育委員会社会教育課＞）

17日（水）

保育所開放
　 10：00～ 11：30
　 入江保育所（☎ 76-4317）
げんきクラブ
　 13：30～ 15：30
　 健康福祉センター（☎ 76-4006）

18日（木）
１歳６カ月児・３歳児検診
　 12：30～
　 健康福祉センター（☎ 76-4006）

19日（金）

洞爺地区健康相談
　 9：30～ 11：30
　 洞爺総合支所（☎ 82-5111）
親子ふれあい遊び
　 10：00～ 11：30
　 地域交流センター（☎ 76-2008 ＜子育
て支援センター＞）

20日（土）
キッチン火山
　 13：30～ 15：30
　 洞爺湖ビジターセンター・火山科学館（☎ 75-2555）

24 日（水）
保育所開放
　 10：00～ 11：30
　 桜ヶ丘保育所（☎ 75-2088）

25日（木）
乳がん・子宮がん検診
　 ８：30～
　 健康福祉センター（☎ 76-4006）

26日（金）

乳がん・子宮がん検診
　 ８：30～
　 洞爺ふれ愛センター（☎ 76-4006 ＜さわやか＞）
保育所開放
　 10：00～ 11：30
　 本町保育所（☎ 76-2673）

27日（土） 第 64回文化財防火デー

31 日（水）

保育所開放
　 10：00～ 11：30
　 洞爺保育所（☎ 82-5559）
室内トレーニング会　虻田地区３回コース
（31日、２月７日、14日）

２月２日（金）

保育所開放
　 10：00～ 11：30
　 本町保育所（☎ 76-2673）
フッ素塗布
　 13：00～ 14：00
　 洞爺ふれ愛センター（☎ 76-4006 ＜さわやか＞）

３日（土）
～18日（日） 第３回まちづくり写真展

発
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日
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ピックアップイベント

東奔西走

場所時 所 詳 詳細イベントカレンダーの見方

イベントカレンダー

　明けましておめでとうございます。
　新年を迎え新たな気持ちということで「広報とう
やこ」もリニューアルしました。
　また、若い世代の皆さんにも興味を持ってもらえ
るようにスマートフォンから広報紙を閲覧できるア
プリ「マチイロ」を導入しました。より多くの町民
の皆さんに読んでもらえる広報紙を目指して頑張り
たいと思います。　　　　　　　　　　　　（H.S）

■日　時　２月３日（土）～２月 18日（日）９時～
17時（毎週月曜日定休日）
■場　所　とうや水の駅２階多目的活用室２
■出　展　写真集団 洞爺による「洞爺湖」と「写真
集団洞爺会員の旅の思い出」30点程度
■主　催　洞爺まちづくり観光協会（☎ 82-5277）

第３回まちづくり写真展

２月４日（日）～ 13日（火）
◆期間中毎日花火打ち上げ
　20時 30分から約 7分間
＜本まつり＞
■日　時　２月 10日（土）　17時～ 21時
■場　所　洞爺湖汽船本社前特設会場
■内　容　アイス早食い大会、人間ばんば大会、お
菓子まき、地元食材を味わえる屋台など
■問合せ　洞爺湖温泉観光協会（☎75-2446）

2018 洞爺湖温泉
冬まつり

■日　時　２月 11日（日）　10時～ 13時 30分
■場　所　とうや水の駅ふれあい広場
■内　容　ビッグ滑り台でのそり遊び、宝さがし、
うどん早食い大会、ビンゴゲームなど
■問合せ　とうや冬まつり実施委員会（☎ 82-5839
＜小山雄矢＞）

第 35回とうや冬まつり

時
所

４日（日）
～13日（火） 2018 洞爺湖温泉冬まつり

７日（水）
保育所開放
　 10：00～ 11：30
　 本町保育所（☎ 76-2673）

９日（金）

洞爺地区健康相談
　 ９：30～ 11：30
 　洞爺総合支所（☎ 82-5111）
保育所開放
　 10：00～ 11：30
　 本町保育所（☎ 76-2673）
室内トレーニング会　洞爺地区２回コース
（２月９日、23日）

11日（日） 第 35回とうや冬まつり

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

詳 こんにちは社会教育です

詳 ピックアップイベント

ピックアップイベント

ピックアップイベント

詳 こんにちは社会教育です

詳 回覧

回覧

時
所

詳

時
所

時
所

詳

詳

町内の小中学生の投票
で決定した洞爺湖温泉
の新しいロゴマーク
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